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１．調査実施の目的 

本調査は、子ども・子育て支援法に基づき、令和６年（2024）年度に策定する「第三期小平市

子ども・子育て支援事業計画」の基礎資料とすることを目的として、実施しました。 

 

２．調査の種類 

調査名 調査対象 

就学前児童の保護者 市内在住の就学前児童をもつ保護者2,000人 

就学児童(小学校１年生～６年生)の

保護者 
市内在住の就学児童をもつ保護者2,000人 

 

３．調査方法と回収状況 

 調査方法：郵送配布・Ｗｅｂ回収（一部郵送回収） 

 調査期間：令和６年２月20日（火）～令和６年３月13日（水） 

<回収状況> 

調査名 発送数 回収数 回収率 

就学前児童の保護者 2,000 955 47.8％ 

就学児童(小学校１年生～６年生)の保護者 2,000 992 49.6％ 

 
４．調査項目 

就学前児童の保護者 

調査項目  

１．住まいの地域 ・住まいの地域 

２．こどもと家族

の状況 

・こどもの年齢、こどもの数、末子の年齢 

・調査票回答者、回答者の配偶関係 

・子育て(教育を含む)を主に行っている人 

３．こどもの育ち

を取りまく環

境 

・子育て(教育を含む)に日常的に関わっている人 

・子育て(教育を含む)に大きく影響すると思われる環境 

・お子さんをみてもらえる親族・知人の有無 

・祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況 

・友人・知人にお子さんをみてもらっている状況 

・子育て(教育を含む)をする上で気軽に相談できる人(施設)の 

有無、相談先 

・子育て(教育を含む)をする上で周囲に望むサポート（自由記述） 

４．こどもの保護

者の就労状況 

・保護者の就労状況 

・就労日数、就労時間、家を出る時刻、帰宅時刻 

・フルタイムへの転換希望、就労希望 

・就労の準備に必要な支援 

５．こどもの平日

の定期的な教

育・保育の事

業の利用状況

と利用希望 

・定期的な教育・保育の事業の利用の有無、定期的に利用してい

る事業、利用日数、利用時間 

・利用している教育・保育の事業の実施場所 

・定期的に教育・保育の事業を利用している理由、利用していない理由 

・定期的に利用したい教育・保育の事業、利用したい実施場所 

・幼稚園の強い利用希望の有無 
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調査項目 
 

６．こどもの地域

子育て支援拠

点事業の利用

状況と利用希

望 

・地域子育て支援拠点事業の利用状況、今後の利用希望と利用し

たい回数 

・利用しない理由 

・各種支援事業の認知状況、利用状況、利用希望 

７．こどもの土曜

日・休日や長

期休暇中の定

期的な教育・

保育の事業の

利用状況と利

用希望 

・土曜日と日曜日・祝日の利用状況と利用時間帯、たまに利用し

た理由 

・幼稚園利用者の長期休暇中の教育・保育の事業の利用希望と利

用したい時間帯、たまに利用したい理由 

８．こどもの病気

の際の対応 

・この１年間に病気やケガで通常の事業が利用できなかったこと

の有無、対処方法と日数 

・父母が休んで対処した場合の「病児・病後児保育施設等」の利

用希望と利用したい日数、望ましい事業形態 

・利用したいと思わない理由 

・父母が仕事を休んで看護したいと思ったかどうかと看護した

かった日数 

・仕事を休んで看護できなかった理由 

９ ． 不 定 期 の 教

育・保育の事

業や宿泊を伴

う一時預かり

等の利用 

・私用、保護者の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用し

ている事業と日数、利用していない理由 

・今後の利用希望と利用したい日数、望ましい事業形態 

・保護者の用事により泊りがけで家族以外に預けたことの有無、

対処方法、宿泊日数 

１０．小学校就学

後の放課後の

過ごし方【調

査対象が４歳

以上】 

 

・小学校低学年(１～３年生)の間、放課後を過ごさせたい場所と日数  

・小学校高学年(４～６年生)の間、放課後を過ごさせたい場所と日数  

・学童クラブの日曜日・祝日の利用希望と利用したい時間帯 

・小学校の長期休暇中の過ごし方の希望 

１１．育児休業や

短時間勤務制

度など職場の

両立支援制度 

・育児休業取得の有無と取得しなかった理由 

・育児休業取得後の職場復帰、復帰のタイミング、実際の取得期

間と希望 

・短時間勤務制度利用の有無、利用しなかった理由 

・１歳になった時に必ず利用できる教育・保育の事業がある場合

の１歳までの育児休業取得希望 

１２．子育て全般 ・地域における子育ての環境や支援への満足度 

・教育・保育の環境の充実など子育ての環境や支援に関しての意

見（自由記述） 
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就学児童（小学校１年生～６年生）の保護者 

調査項目  

１．住まいの地域 ・住まいの地域 

２．こどもと家族

の状況 

・こどもの学年、こどもの数、末子の年齢 

・調査票回答者、回答者の配偶関係 

・子育て(教育を含む)を主に行っている人 

３．こどもの育ち

を取りまく環

境 

・子育て(教育を含む)に大きく影響すると思われる環境 

・こどもをみてもらえる親族・知人の有無 

・祖父母等の親族にこどもをみてもらっている状況 

・友人・知人にこどもをみてもらっている状況 

・子育て(教育を含む)をする上で気軽に相談できる人(施設)の有

無、相談先 

・子育て(教育を含む)をする上で周囲に望むサポート（自由記述） 

４．こどもの保護

者の就労状況 

・保護者の就労状況 

・就労日数、就労時間、家を出る時刻、帰宅時刻 

・フルタイムへの転換希望、就労希望 

・就労の準備に必要な支援 

５．地域の子育て

支援事業の利

用状況と利用

希望 

・子ども広場や児童館の利用状況、今後の利用希望と利用回数 

・子育て支援事業・こどもの居場所についての意見（自由記述） 

・各種支援事業の認知状況、利用状況、利用希望 

６．こどもが病気

の際の対応 

・この１年間に病気やケガで学校を休まなければならなかったこと

の有無、対処方法と日数 

・父母が休んで対処した場合の「施設等」の利用希望と利用したい日数 

・父母が仕事を休んで看護したいと思ったかどうかと看護した

かった日数 

・仕事を休んで看護できなかった理由 

７．こどもの一時

預かり等の利

用 

・私用、保護者の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用し

ている事業と日数、利用していない理由 

・今後の利用希望と利用したい日数、望ましい事業形態 

・保護者の用事により泊りがけで家族以外に預けたことの有無、

対処方法、宿泊日数 

８．こどもの放課後

の過ごし方 

・放課後を過ごしている場所と日数、放課後の過ごし方の希望 

・小学校の長期休暇中の過ごし方の希望 

・学童クラブ利用者の長期休暇中の利用希望 

・放課後子ども教室の利用希望 

９．学童クラブの

利用 

・学童クラブを利用している理由 

・学童クラブ利用者の日曜日・祝日の利用希望 

・利用していない(いなかった)理由、今後利用したい理由 

・日曜日・祝日の利用希望と利用したい時間帯 

１０．子育て全般 ・地域における子育ての環境や支援への満足度 

・教育・保育の環境の充実など子育ての環境や支援に関しての意

見（自由記述） 
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５．調査結果を見る上での注意事項 

・本文、表、グラフなどに使われる「ｎ」は、各設問に対する回答者数である。 

・百分率（％）の計算は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位までを表示した。したがって、

単数回答（１つだけ選ぶ設問）においても、四捨五入の影響で、合計が100％にならない場合が

ある。 

・複数回答（２つ以上選んでよい設問）においては、合計が100％を超える場合がある。 

・クロス集計では分析軸の項目に無回答があるため、全体のｎと合計があわない場合がある。 

・本文、表、グラフは、表示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡略化している場合があ

る。 

・回答者数が20未満の場合、比率が上下しやすいため、傾向を見るにとどめ、またクロス集計の

結果を出していない場合がある。 

・いくつかの調査項目は、前回調査（平成31年３月）および前々回調査（平成26年３月）と経年

比較を行っている。 

・「こども」の表記について 

 調査報告書の表記については、施設名や法令名等の固有名詞で「子ども」や「子供」とされて

いるものや、出典元が「子ども」や「子供」と表記している場合を除き、原則として「こども」

と表記している。 【 

・就学前児童の調査結果におけるこどもの年齢は「学齢」で換算し、対象児童の生年月から以下

のように区分している。 

学齢区分】 

年齢（学齢）表記 調査時実年齢 生年月 

令和５年４月以降生まれ ０歳 令和５年４月～ 

０歳 ０－１歳 令和４年４月～令和５年３月 

１歳 １－２歳 令和３年４月～令和４年３月 

２歳 ２－３歳 令和２年４月～令和３年３月 

３歳 ３－４歳 平成31年４月～令和２年３月 

４歳 ４－５歳 平成30年４月～平成31年３月 

５歳 ５－６歳 平成29年４月～平成30年３月 
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第２章 就学前児童調査の結果 

（就学前児童の保護者） 
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１．住まいの地域について 

（１）住まいの地域 

問１ お住まいの地域を１つ選び、丁目があればご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(955)  

大沼町

小川町

小川西町

小川東町

学園西町

学園東町

喜平町

栄町

上水新町

上水本町

上水南町

鈴木町

たかの台

津田町

天神町

中島町

仲町

花小金井

花小金井南町

美園町

御幸町

回田町

4.8

13.2

2.9

4.5

5.2

4.1

1.7

1.6

2.5

5.1

4.4

7.4

0.5

2.1

4.4

0.3

4.7

11.8

9.7

2.7

2.0

4.2

0 2 4 6 8 10 12 14 (%)
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２．こどもと家族の状況について 

（１）こどもの年齢 

問２ あて名のお子さんの生まれた年と月をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）こどもの数、末子の年齢 

問３ あて名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしゃいますか。 

お２人以上のお子さんがいらっしゃる場合は、一番下のお子さんの生まれた年と月を 

ご記入ください。 

 

こどもの数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

末子の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

(692)  12.7 18.9 14.2 18.1 14.0 10.0 11.6

0.6

(%)ｎ

令

和

５

年

４

月

以

降

生

ま

れ

０

歳

１

歳

２

歳

３

歳

４

歳

５

歳

無

回

答

(955)  6.5 8.3 8.9 20.0 19.2 17.7 19.5

ｎ (%)

令

和

５

年

４

月

以

降

生

ま

れ

０

歳

１

歳

２

歳

３

歳

４

歳

５

歳

(955)  
平 均
2.0

27.5 52.1 17.5

2.8

(%)ｎ

１

人

２

人

３

人

４

人

以

上

(%)(%)(%)

（人） 
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（３）調査票回答者 

問４ この調査票をご回答いただいている方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係

でお答えください。当てはまるものを１つ選んでつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）回答者の配偶関係 

問５ この調査票をご回答いただいている方の配偶関係について、当てはまるものを１つ 

選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）子育て（教育を含む）を主に行っている人 

問６ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。 

お子さんからみた関係で当てはまるものを１つ選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(955)  65.0 34.5

0.4 0.1 -

(%)ｎ

父

母

と

も

に

主

に

母

親

主

に

父

親

主

に

祖

父

母

そ

の

他

(955)  81.3 18.7

-

(%)ｎ

母

親

父

親

そ

の

他

(955)  97.4

2.6

(%)ｎ

配

偶

者

が

い

る

配

偶

者

は

い

な

い
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３．こどもの育ちを取りまく環境について 

（１）子育て（教育を含む）に日常的に関わっている人 

問７ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっている方はどなた（施設）

ですか。お子さんからみた関係で当てはまるものをすべて選んでください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て（教育を含む）に日常的に関わっている人は、「父母ともに」が80.0％と高く、これに

「保育所」（48.3％）、「幼稚園」（22.3％）、「母親」と「祖父母」（22.1％）が続いている。 

n=(955)  

父母ともに

母親

父親

祖父母

兄弟姉妹

幼稚園

保育所

認定こども園

障がい児通所施設等

その他

80.0

22.1

6.6

22.1

15.8

22.3

48.3

5.5

2.5

2.3

0 20 40 60 80 100(%)
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（２）子育て（教育を含む）に大きく影響すると思われる環境 

問８ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に、大きく影響すると思われる環境を 

すべて選んでください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て（教育を含む）に大きく影響すると思われる環境は、「家庭」が98.0％と高く、これに、

「保育所」（57.0％）、「地域」（46.0％）、「幼稚園」（34.3％）が続いている。 

 

 

（３）こどもをみてもらえる親族・知人の有無 

問９ 日頃、あて名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。当てはまるものを 

すべて選んでください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お子さんをみてもらえる親族・知人の有無は、「緊急時または用事の際には祖父母等の親族にみ

てもらえる」が57.6％と高く、これに「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」(15.0％)、「緊

急時または用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる」（10.5％）が続いている。一方

で、「いずれもいない」は26.8％となっている。 

n=(955)  

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時または用事の際には祖父母等の
親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる
友人・知人がいる

緊急時または用事の際には子どもを
みてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

15.0

57.6

1.5

10.5

26.8

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

n=(955)  

家庭

地域

幼稚園

保育所

認定こども園

障がい児通所施設等

その他

98.0

46.0

34.3

57.0

11.1

4.5

4.0

0 20 40 60 80 100(%)
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（４）祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況 

【問９で「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」「緊急時または用事の際には祖父母等の 

親族にみてもらえる」を選んだ方におたずねします。】 

問10 祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況について、当てはまるものをすべて

選んでください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

祖父母等の親族にこどもをみてもらっている状況は、「祖父母等の親族に、特に心配なく、安心

して子どもをみてもらえる」が56.5％と高いが、「祖父母等の親族の身体的負担が大きく、心配で

ある」が32.6％、「自分たち保護者の立場として、負担をかけていることが心苦しい」が27.0％、

「祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく、心配である」が22.9％となっている。 

  

n=(660)  

祖父母等の親族に、特に心配なく、
安心して子どもをみてもらえる

祖父母等の親族の身体的負担が
大きく、心配である

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な
負担が大きく、心配である

自分たち保護者の立場として、負担を
かけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい
環境であるか、少し不安がある

その他

56.5

32.6

22.9

27.0

5.2

2.7

0 10 20 30 40 50 60
(%)
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（５）友人・知人にお子さんをみてもらっている状況 

【問９で「日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる」「緊急時または用事の際には 

子どもをみてもらえる友人・知人がいる」を選んだ方におたずねします。】 

問11 友人・知人にお子さんをみてもらっている状況について、当てはまるものをすべて 

選んでください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友人・知人にこどもをみてもらっている状況は、「友人・知人に、特に心配なく、安心して子ど

もをみてもらえる」が52.3％と高いが、「自分たち保護者の立場として、負担をかけていることが

心苦しい」との意識も34.9％となっている。 

 

n=(109)  

友人・知人に、特に心配なく、
安心して子どもをみてもらえる

友人・知人の身体的負担が
大きく、心配である

友人・知人の時間的制約や精神的な
負担が大きく、心配である

自分たち保護者の立場として、負担を
かけていることが心苦しい

子どもの教育や発育にとってふさわしい
環境であるか、少し不安がある

その他

52.3

4.6

21.1

34.9

1.8

6.4

0 10 20 30 40 50 60
(%)
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（６）子育て（教育を含む）をする上で気軽に相談できる人（施設）の有無 

問12 あて名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいます

か。また、相談できる場所はありますか。当てはまるものを１つ選んでください。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て（教育を含む）をする上で気軽に相談できる人（施設）の有無は、「いる(ある)」が

87.9％、「いない(ない)」が12.1％となっている。 

調査結果を経年比較すると、相談できる人（施設）が「いない（ない）」は前回から7.2ポイン

ト、前々回から8.3ポイント増加している。 

 

子育て（教育を含む）をする上で気軽に相談できる人（施設）の有無【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、令和５年４月以降生まれ、０歳、２歳、５歳は「いる(ある)」が90％程度と

なっている。「いない（ない）」が１歳では16.5％、３歳では14.8％となっている。 

令和５年度 (955)

平成30年度 (1,154)

平成25年度 (1,276)

(%)ｎ

92.8

94.7

4.9

3.8

2.3

1.5

87.9 12.1

い

る
（
あ

る

）

い

な

い

（
な

い

）

無

回

答

全  体 (955)

令和５年４月
以降生まれ

(62)

０歳 (79)

１歳 (85)

２歳 (191)

３歳 (183)

４歳 (169)

５歳 (186)

(%)ｎ

90.3

89.9

83.5

88.0

85.2

87.6

90.9

9.7

10.1

16.5

12.0

14.8

12.4

9.1

87.9 12.1

い

る
（
あ

る

）

い

な

い

（
な

い

）
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子育て（教育を含む）をする上で気軽に相談できる人（施設）の有無【年齢別】・前回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別の調査結果を前回と比較すると、相談できる人（施設）が「いない（ない）」はいずれの

年代でも増加しており、特に３歳で11.1ポイント、１歳で10.6ポイント、４歳で8.7ポイントの増

加となっている。 

 

 

全  体 (1,154)

平成30年４月
以降生まれ

(34)

０歳 (106)

１歳 (101)

２歳 (239)

３歳 (214)

４歳 (218)

５歳 (220)

ｎ (%)

88.2

89.6

92.1

92.1

94.9

94.5

94.1

8.8

6.6

5.9

5.0

3.7

3.7

3.6

2.9

3.8

2.0

2.9

1.4

1.8

2.3

92.8 4.9 2.3

い

る
（
あ

る

）

い

な

い

（
な

い

）

無

回

答
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（７）子育て（教育を含む）をする上で気軽に相談できる相談先 

【問12で「いる（ある）」を選んだ方におたずねします。】 

問13 お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）です

か。当てはまるものをすべて選んでください。【複数回答】 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て（教育を含む）をする上で気軽に相談できる相談先は、「祖父母等の親族」(78.3％)と

「友人・知人」(69.6％)が高く、これらに「保育士」が37.2％と続いている。 

調査結果を経年比較すると、相談先は「友人・知人」が前回から8.0ポイント、前々回から9.8

ポイント減少している。一方で、「保育士」は前回から3.2ポイント、前々回から13.9ポイント増

加している。 

祖父母等の親族

友人・知人

近所の人

子ども広場、児童館など

子ども家庭支援センター

健康センター

保育士

幼稚園教諭

障がい児通所施設等

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

女性相談室

教育相談室

市役所の子育て関連窓口

その他

無回答

78.3

69.6

16.1

8.8

4.2

3.6

37.2

18.7

3.2

0.1

13.7

-

0.2

0.8

3.5

-

76.7

77.6

17.2

9.5

3.9

3.3

34.0

19.3

1.7

0.3

12.6

0.7

0.4

0.6

4.5

0.3

81.2

79.4

17.5

13.6

6.0

8.0

23.3

14.7

1.7

0.3

11.9

0.2

0.2

0.8

3.8

0.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度 n=(839)  

平成30年度 n=(1,071)  

平成25年度 n=(1,208)  

(%)
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（８）子育て（教育を含む）をする上で周囲に望むサポート（自由記述） 

問14 子育て（教育を含む）をする上で、周囲からどのようなサポートがあればよいと 

お考えでしょうか。ご自由にお書きください。 

 

子育て（教育を含む）をする上で周囲に望むサポートとして、644人から899件の回答が寄せら

れた。なお、１人で２つ以上の内容を記入している場合もあるため、件数は延べ件数となる。 

（件） 

保育事業の支援 429 

不定期の様々な預かり事業の充実 184 

各種の経済的支援、支出抑制、割引券等のサポート 104 

定期的な預かり事業の充実、待機児童解消 60 

家事育児代行、送迎サポート 47 

市全体としてこどもを預けやすい環境づくり 34 

遊び場、居場所、放課後の支援 117 

遊び場、居場所の充実 38 

子育て関連施設の増設、拡充 31 

学童クラブの拡充 20 

土日祝、長期休暇、早朝・夜間サポート 18 

学習や遊びのサポート 10 

医療・健康・福祉の支援 97 

病児・病後児保育サポート、体調不良時の対応 62 

小児科等医療機関の充実、増設、健康維持のバックアップ 19 

障がい児、不登校児の支援 13 

子ども食堂の設置 3 

情報相談体制 70 

子育てサービスや関連施設の情報提供 25 

行政での相談、学校でのカウンセリング等、話を聞く機会の充実 45 

地域、社会、家族の支援 58 

働き方改革促進、社会、家族の理解 45 

地域や親族等のサポート 13 
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保護者への支援 31 

保護者のリフレッシュサポート 10 

産前産後ケア 9 

保護者の会、ＰＴＡ活動の見直しと代替サポート 3 

こども・育児用品のリサイクルやレンタル 3 

ひとり親家庭支援 3 

子育て中の母親の孤立防止支援 3 

教育・教育機関への支援 7 

学校設備改善、校（園）庭の開放 3 

教員の質、増員 2 

保育士、保育施設への支援 2 

その他の支援 90 

イベント、講座、交流、習い事 35 

学校や通学路、遊び場の防犯、事故防止 18 

子育てしやすいまちづくり（歩道、交通、ベビールーム等） 9 

ＩＣＴを活用した施設予約、相談や交流等 9 

移動支援 3 

文化・芸術施設の充実 2 

その他（各１件の内容） 14 
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４．こどもの保護者の就労状況について 

（１）保護者の就労状況 

問15 あて名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をおたずね 

します。 

（１）母親 当てはまるものを１つ選んでください。 

（２）父親 当てはまるものを１つ選んでください。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回調査の母親の就労状況は、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」

が38.7％と高く、これに「以前は就労していたが、現在は就労していない」(25.5％)、「パート・

アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」(17.1％)が続いている。 

父親の就労状況は、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」が96.0％

となっている。 

調査結果を経年比較すると、母親の就労状況では「フルタイムで就労しており、産休・育休・

介護休業中ではない」が前回から8.3ポイント、前々回から16.4ポイント増加している。「フルタ

イムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である」が前回から5.4ポイント増加している。

一方で、「以前は就労していたが、現在は就労していない」は前回から9.3ポイント、前々回から

24.9ポイント減少している。 

 

母親・令和５年度 (955)

母親・平成30年度 (1,153)

母親・平成25年度 (1,274)

父親・令和5年度 (955)

父親・平成30年度 (1,122)

父親・平成25年度 (1,223)

ｎ (%)

30.4

22.3

96.0

97.8

94.5

9.9

10.7

1.3

0.4

0.2

19.9

11.9

0.3

0.4

1.4

2.5

1.5

0.1

0.1

34.8

50.4

0.3

0.1

1.0

1.9

2.7

2.0

0.5

0.5

1.3

2.8

38.7 15.3 17.1

2.6

25.5

0.5

0.2

フ

ル

タ

イ

ム

で

就

労

し

て

お

り

、
産

休

・

育

休

・

介

護

休

業

中

で

は

な

い

フ

ル

タ

イ

ム

で

就

労

し

て

い

る

が

、
産

休

・

育

休

・

介

護

休

業

中

で

あ

る

パ
ー

ト

・

ア

ル

バ

イ

ト

等

で

就

労

し

て

お

り

、
産

休

・

育

休

・

介

護

休

業

中

で

は

な

い

パ
ー

ト

・

ア

ル

バ

イ

ト

等

で

就

労

し

て

い

る

が

、
産

休

・

育

休

・

介

護

休

業

中

で

あ

る

以

前

は

就

労

し

て

い

た

が

、
現

在

は

就

労

し

て

い

な

い

こ

れ

ま

で

就

労

し

た

こ

と

が

な

い 母

親

／

父

親

は

い

な

い

無

回

答
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（２）就労日数、就労時間 

【問15の（１）（２）で「フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない」「フルタイ

ムで就労しているが、育休・介護休業中である」「パート・アルバイト等で就労しており、育

休・介護休業中ではない」「パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中であ

る」を選んだ方におたずねします。】 

問16 １週あたりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をご記入 

ください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについて 

ご記入ください。 

※ 産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてご記入ください。 

 

就労日数／１週当たり・経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親の１週当たりの就労日数は、「５日」が77.7％、「４日」が8.5％で、平均4.8日／週となっ

ている。 

父親の１週当たりの就労日数は、「５日」が81.8％、「６日」が16.2％で、平均5.2日／週となっ

ている。 

調査結果を経年比較すると、母親では「５日」が前回から12.4ポイント増加している。一方で、

「４日」は前回から3.0ポイント減少している。 

男性では「５日」が前回から14.3ポイント、前々回から18.1ポイント増加している。一方で、

「６日」は前回から3.2ポイント、前々回から7.3ポイント減少している。 

 

  

母親・令和５年度 (704) 4.8

母親・平成30年度 (724) 4.6

母親・平成25年度 (590) 4.7

父親・令和５年度 (933) 5.2

父親・平成30年度 (1,106) 5.2

父親・平成25年度 (1,177) 5.3

平均 （日/週）(%)ｎ

1.7

1.9

0.2

0.1

1.9

3.1

0.2

0.3

7.9

5.1

0.1

0.3

0.4

11.5

7.8

0.1

0.4

0.3

65.3

70.5

81.8

67.5

63.7

4.8

6.4

16.2

19.4

23.5

0.3

1.2

1.5

1.6

2.4

6.6

4.1

0.1

10.7

9.3

0.7 1.8

6.7 8.5 77.7 3.7

0.7

0.1

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答
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就労時間／１日当たり・経年比較 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親の１日当たりの就労時間は、「４時間以上８時間未満」が52.0％、「８時間以上10時間未満」

が35.9％で、平均7.3時間／日となっている。 

父親の１日当たりの就労時間は、「８時間以上10時間未満」が43.2％、「10時間以上12時間未満」

が30.7％、「12時間以上」が13.2％で、平均9.6時間／日となっている。 

調査結果を経年比較すると、母親では「８時間以上10時間未満」が前回から6.6ポイント増加し

ている。一方で、「４時間以上８時間未満」は前回から4.8ポイント減少している。 

男性では「８時間以上10時間未満」が前回から9.0ポイント、前々回から15.7ポイント増加して

いる。一方で、「12時間以上」は前回から6.3ポイント、前々回から12.9ポイント減少している。 

 

母親・令和５年度 (704) 7.3

母親・平成30年度 (724) 7.1

母親・平成25年度 (590) 7.5

父親・令和５年度 (933) 9.6

父親・平成30年度 (1,106) 10.1

父親・平成25年度 (1,177) 10.4

平均 （時間/日）(%)ｎ

2.1

2.9

0.5

0.1

0.2

56.8

37.6

7.9

3.4

1.9

29.3

44.6

43.2

34.2

27.5

4.4

8.6

30.7

29.7

33.4

0.8

1.5

13.2

19.5

26.1

6.6

4.7

4.5

13.0

11.0

2.6

52.0 35.9 5.7

1.3

2.6

４

時

間

未

満

４

時

間

以

上

８

時

間

未

満

８

時

間

以

上

1

0

時

間

未

満

1

0

時

間

以

上

1

2

時

間

未

満

1

2

時

間

以

上

無

回

答
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（３）家を出る時刻、帰宅時刻 

【問15の（１）（２）で「フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない」「フルタイ

ムで就労しているが、育休・介護休業中である」「パート・アルバイト等で就労しており、育

休・介護休業中ではない」「パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中であ

る」を選んだ方におたずねします。】 

問17 家を出る時刻と帰宅時刻をご記入ください。時刻が一定でない場合は、最も多いパター

ンについてご記入ください。 

※ 産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてご記入ください。 

 

母親・経年比較 

家を出る時刻 帰宅時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親が家を出る時刻は、「７時台」が42.3％、「８時台」が37.8％と高くなっている。帰宅時刻

は、「18時台」が40.2％、「17時台」が27.8％と高くなっている。 

調査結果を経年比較すると、家を出る時刻では「６時台」と「８時台」が前回から1.9ポイント

増加し、「９時台」は前回から2.0ポイント、前々回から2.6ポイント減少している。帰宅時刻では

「17時台」は前回から3.4ポイント、前々回から12.9ポイント増加している。  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

-

-

-

-

-

0.1

0.6

2.0

3.1

3.1

5.8

27.8

40.2

9.8

2.7

1.3

0.4

3.0

0.1

-

-

-

0.3

0.3

-

0.4

3.0

3.5

3.7

6.6

24.4

39.6

9.5

3.3

1.4

0.6

3.2

-

-

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.3

0.8

1.4

1.5

3.9

14.9

35.8

25.3

6.4

1.9

2.2

4.7

0 10 20 30 40 50

令和５年度 n=(704)  

平成30年度 n=(724)  

平成25年度 n=(590)  

(%)

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

0.9

5.5

42.3

37.8

8.2

2.3

-

-

0.3

0.6

-

-

-

-

-

-

-

-

2.1

0.7

3.6

42.8

35.9

10.2

1.8

0.1

0.7

0.3

0.4

-

-

0.1

-

0.1

-

-

-

3.2

0.8

3.7

34.9

40.3

10.8

1.7

0.5

0.7

-

0.8

0.2

0.2

-

-

0.2

-

-

0.2

4.9

0 10 20 30 40 50

令和５年度 n=(704)  

平成30年度 n=(724)  

平成25年度 n=(590)  

(%)
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父親・経年比較 

家を出る時刻 帰宅時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父親が家を出る時刻は、「７時台」が40.1％、「８時台」が25.3％、「６時台」が18.3％と高くなって

いる。帰宅時刻は、「19時台」が21.3％、「20時台」が19.4％、「21時台」と「22時以降」が17.3％、「18

時台」が15.8％と高くなっている。 

調査結果を経年比較すると、家を出る時刻では「８時台」が前回から4.1ポイント増加、「９時

台」が前回から3.4ポイント増加している。帰宅時刻では「18時台」は前回から7.6ポイント、

前々回から10.1ポイント増加、「19時台」は前回から5.0ポイント、前々回から8.5ポイント増加し

ている。一方で、「22時以降」は前回から7.2ポイント、前々回から16.7ポイント減少している。 

 

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

0.9

0.1

-

-

-

-

0.1

0.1

0.2

-

0.3

0.4

5.0

15.8

21.3

19.4

17.3

17.3

1.8

1.4

-

0.2

0.1

-

0.3

0.3

0.1

0.2

0.1

0.1

0.5

2.2

8.2

16.3

19.2

19.3

24.5

7.1

-

-

-

-

-

-

-

0.1

-

0.1

0.2

0.4

1.2

5.7

12.8

20.1

17.9

34.0

7.6

0 10 20 30 40 50

令和５年度 n=(933)  

平成30年度 n=(1,106)  

平成25年度 n=(1,177)  

(%)

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

5.5

18.3

40.1

25.3

7.1

1.4

0.3

0.6

0.1

0.1

-

-

-

-

-

-

0.2

-

1.0

6.4

18.8

40.4

21.2

3.7

0.8

0.5

0.3

0.4

0.1

0.2

0.1

0.1

-

-

-

-

-

7.1

3.1

14.0

35.8

26.5

7.8

1.5

1.2

0.7

0.5

0.3

0.3

0.3

0.3

0.2

-

0.1

-

-

7.5

0 10 20 30 40 50

令和５年度 n=(933)  

平成30年度 n=(1,106)  

平成25年度 n=(1,177)  

(%)
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（４）フルタイムへの転換希望 

【問15の（１）（２）で「パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない」

「パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である」を選んだ方におたずね

します。】 

問18 フルタイムへの転換希望はありますか。当てはまるものを１つ選んでつけてください。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回調査では、「パート・アルバイト等で就労している」人のフルタイムへの転換希望は、母親

は、「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望する」が50.0％と高く、これに「フルタイ

ムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」が38.3％と続いている。 

※父親は回答者が少ないため、掲載していない。 

 

調査結果を経年比較すると、母親の転換希望では「フルタイムへの転換希望はあるが、実現で

きる見込みはない」が前回から7.4ポイント増加している。一方で、「パート・アルバイト等の就

労を続けることを希望する」は前回から6.8ポイント減少している。 

※父親は回答者が少ないため、掲載していない。 

 

母親・令和５年度 (188)

母親・平成30年度 (259)

母親・平成25年度 (170)

ｎ (%)

8.5

8.8

30.9

36.5

56.8

47.6

1.2

2.4

2.7

4.7

8.0 38.3 50.0 3.7

フ

ル

タ

イ

ム

へ

の

転

換

希

望

が

あ

り

、
実

現

で

き

る

見

込

み

が

あ

る

フ

ル

タ

イ

ム

へ

の

転

換

希

望

は

あ

る

が

、

実

現

で

き

る

見

込

み

は

な

い

パ
ー

ト

・

ア

ル

バ

イ

ト

等

の

就

労

を

続

け

る

こ

と

を

希

望

す

る

パ
ー

ト

・

ア

ル

バ

イ

ト

等

を

や

め

て

子

育

て

や

家

事

に

専

念

し

た

い

無

回

答
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（５）就労希望 

【問15の（１）（２）で「以前は就労していたが、現在は就労していない」「これまで就労した

ことがない」を選んだ方におたずねします。】 

問19 就労したいという希望はありますか。当てはまるもの、記号それぞれ１つ選び、該当

する箇所に数字でご記入ください。 

 

就労希望 

母親 

 

 

 

 

 

 

 

 

「就労していない、したことがない」母親の就労希望は、「１年以内ではないが、一番下の子ど

もが□歳になったころに就労したい」が52.2％と高くなっている。 

※父親は回答者が少ないため、掲載していない。 

 

 

就労を希望する時期（就労したいと思う末子のこどもの年齢）・経年比較 

母親 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「１年以内ではないが、一番下の子どもが□歳になったころに就労したい」という母親が就労を

希望する時期は、一番下のこどもが「３歳」が18.5％、「４歳」と「６歳」が16.2％、「７歳以上」

が38.5％で、平均5.7歳となっている。 

調査結果を経年比較すると、母親では「７歳以上」が前回から2.3ポイント、前々回から14.9ポ

イント増加している。一方で、「３歳」は前回から4.1ポイント、前々回から10.3ポイント減少し

ている。 

※父親は回答者がいないため、掲載していない。  

令和５年度 (130) 5.7

平成30年度 (177) 5.5

平成25年度 (309) 4.8

平均 （歳）(%)ｎ

0.6

3.2

2.3

4.5

22.6

28.8

15.3

20.4

7.3

4.2

14.7

13.6

36.2

23.6

1.1

1.6

1.5

2.3 18.5 16.2 6.9 16.2 38.5

１

歳

２

歳

３

歳

４

歳

５

歳

６

歳

７

歳

以

上

無

回

答

(249)  18.9 52.2 28.9

(%)ｎ

子

育

て

や

家

事

な

ど

に

専

念

し

た

い

（
就

労

の

予

定

は

な

い

）

１

年

以

内

で

は

な

い

が

、
一

番

下

の

子

ど

も

が

□

歳

に

な

っ

た

こ

ろ

に

就

労

し

た

い

す

ぐ

に

で

も

、
ま

た

は

１

年

以

内

に

就

労

し

た

い
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希望する就労形態・経年比較 

母親 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「すぐにでも、または１年以内に就労したい」という母親が希望する就労形態は、「フルタイム」

が11.1％、「パート・アルバイト等」が88.9％となっている。 

調査結果を経年比較すると、母親では「フルタイム」が前回から4.0ポイント増加している。一

方で、「パートタイム・アルバイト等」は前回から4.0ポイント減少している。 

※父親は回答者が少ないため、掲載していない。 

 

 

パート・アルバイト等で希望する就労日数／１週当たり・経年比較 

母親 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「すぐにでも、または１年以内に就労したい」という母親が希望する１週当たりの就労日数は、

「３日」が56.3％、「４日」が25.0％で、平均3.3日／週となっている。 

調査結果を経年比較すると、母親では「３日」が前回から10.7ポイント、前々回から14.7ポイ

ント増加している。一方で、「４日」は前回から2.8ポイント、「５日」は前回から4.5ポイント減

少している。 

※父親は回答者がいないため、掲載していない。 

  

令和５年度 (64) 3.3

平成30年度 (79) 3.5

平成25年度 (101) 3.7

平均 （日/週）(%)ｎ

1.3

8.9

4.0

45.6

41.6

27.8

34.7

13.9

18.8

1.0

1.3

1.3

1.6

7.8 56.3 25.0 9.4

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答

令和５年度 (72)

平成30年度 (85)

平成25年度 (124)

(%)ｎ

7.1

16.9

92.9

81.5 1.6

11.1 88.9

フ

ル

タ

イ

ム

パ
ー

ト

タ

イ

ム

・

ア

ル

バ

イ

ト

等

無

回

答
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パート・アルバイト等で希望する就労時間／１日当たり 

母親 

 

 

 

 

 

 

 

「すぐにでも、または１年以内に就労したい」という母親が希望する１日当たりの就労時間は、

「４時間以上６時間未満」が68.8％と高く、平均4.8時間／日となっている。 

※父親は回答者がいないため、掲載していない。 

 

 

（６）就労の準備に必要な支援 

【問19の（１）（２）で「１年以内ではないが、一番下の子どもが○歳になったころに就労 

したい」「すぐにでも、または１年以内に就労したい」を選ばれ方におたずねします。】 

問19-１ 今後、就職活動や希望する就労に向けた準備の際に必要な支援はどのようなことが

ありますか。当てはまる番号を３つまで選んでください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労を希望している父母が就職活動や希望する就労に向けた準備の際に必要な支援としては、

「仕事を始めた後に利用できる教育・保育事業（保育所・幼稚園・預かり保育等）があること」が

62.3％と高く、これに「求職中でも利用しやすい保育事業（保育所や預かり保育）があること」

(46.1％)、「チャイルドコーナーや託児サービスがあり、子ども連れでも求職活動や起業準備、ス

キルアップができること」(38.7％)、「就職情報を探しやすく、就職相談が利用しやすいこと」

(32.4％)、「仕事を始めた後に利用できる病児・病後児保育があること」(27.9％)が続いている。  

仕事を始めた後に利用できる教育・保育事業（保育所・
幼稚園・預かり保育等）があること

仕事を始めた後に利用できる病児・病後児保育があること

その他

特にない

n=(204)  

チャイルドコーナーや託児サービスがあり、子ども連れでも
求職活動や起業準備、スキルアップができること

求職中でも利用しやすい保育事業（保育所や預かり保育）
があること

就職情報を探しやすく、就職相談が利用しやすいこと

就労だけでなく子育てや生活についても相談できる
場所があること

38.7

46.1

32.4

11.8

62.3

27.9

1.0

7.4

0 20 40 60 80
(%)

(64)  
平均
4.8

9.4 68.8 17.2 4.7

(%)ｎ

２

時

間

未

満

２

時

間

以

上

４

時

間

未

満

４

時

間

以

上

６

時

間

未

満

６

時

間

以

上

８

時

間

未

満

８

時

間

以

上

（時間/日） 
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５．こどもの平日の定期的な教育・保育の事業の利用状況と希望について 

※ここでいう「定期的な教育・保育の事業」とは、月単位で定期的に利用している事業を指します。具体的には、

幼稚園や保育所など、P.31の問21に示している事業が含まれます。 

（１）定期的な教育・保育の事業の利用の有無 

問20 あて名のお子さんは現在、幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育の事業」を利用

していますか。当てはまるものを１つ選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園や保育所などの定期的な教育・保育の事業を「利用している」世帯は79.6％となってい

る。 

 

 

定期的な教育・保育の事業の利用の有無【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期的な教育・保育の事業の利用の有無を年齢別にみると、３歳以上は「利用している」がほ

ぼ全数となっている。２歳では75.9％、１歳では61.2％、０歳では32.9％となっている。 

全  体 (955)

令和５年４月
以降生まれ

(62)

０歳 (79)

１歳 (85)

２歳 (191)

３歳 (183)

４歳 (169)

５歳 (186)

(%)ｎ

9.7

32.9

61.2

75.9

98.4

99.4

98.4

90.3

67.1

38.8

24.1

1.6

0.6

1.6

79.6 20.4

利

用

し

て

い

る

利

用

し

て

い

な

い

(955)  79.6 20.4

(%)ｎ

利

用

し

て

い

る

利

用

し

て

い

な

い



第３章 調査結果の詳細（就学前児童の保護者） 

31 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を経年比較すると、「利用している」が前回から1.8ポイント、前々回から19.8ポイン

ト増加している。 

 

（２）定期的に利用している事業 

【問20で「利用している」を選ばれた方】 

問21 あて名のお子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。年間を通

じて「定期的に」利用している事業について、当てはまるものをすべて選んでください。 

【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期的に利用している教育・保育の事業は、「認可保育所（公立・私立保育園）」が55.3％と高

く、これに、「幼稚園（通常の就園時間の利用のみのもの）」(19.3％)、「幼稚園（幼稚園の預かり

保育・アットホーム事業も利用）」(10.7％)、「認定こども園」(6.6％)が続いている。  

令和５年度 (955)

平成30年度 (1,154)

平成25年度 (1,276)

ｎ (%)

77.8

59.8

22.1

39.9

0.1

0.3

79.6 20.4

利

用

し

て

い

る

利

用

し

て

い

な

い

無

回

答

n=(760)  

幼稚園（通常の就園時間の
利用のみのもの）

幼稚園（幼稚園の預かり保育・
アットホーム事業も利用）

認可保育所（公立・私立保育園）

認定こども園

小規模保育事業

家庭的保育事業（保育ママ）

事業所内保育事業

居宅訪問型保育事業

東京都認証保育所

認定家庭福祉員（保育ママ）

定期利用保育事業

企業主導型保育事業

その他の認可外の保育施設

ファミリー・サポート・センター

その他

19.3

10.7

55.3

6.6

1.1

0.9

1.1

-

3.2

-

0.4

0.5

1.8

0.8

1.8

0 10 20 30 40 50 60
(%)
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定期的に利用している事業【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期的に利用している教育・保育の事業を年齢別にみると、０歳から５歳のいずれの年齢でも

「認可保育所（公立・私立保育園）」が高くなっている。また、３歳と４歳は「幼稚園(通常の就園

時間の利用のみのもの)」、「幼稚園(幼稚園の預かり保育・アットホーム事業も利用)」及び「認定

こども園」を加えた割合が「認可保育所（公立・私立保育園）」を上回っている。 

 

 

  

（％）

ｎ

幼
稚
園
（

通
常
の
就
園
時
間
の
利
用
の

み
の
も
の
）

幼
稚
園
（

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
・

ア
ッ

ト
ホ
ー

ム
事
業
も
利
用
）

認
可
保
育
所
（

公
立
・
私
立
保
育
園
）

認
定
こ
ど
も
園

小
規
模
保
育
事
業

家
庭
的
保
育
事
業
（

保
育
マ
マ
）

事
業
所
内
保
育
事
業

居
宅
訪
問
型
保
育
事
業

東
京
都
認
証
保
育
所

認
定
家
庭
福
祉
員
（

保
育
マ
マ
）

定
期
利
用
保
育
事
業

企
業
主
導
型
保
育
事
業

そ
の
他
の
認
可
外
の
保
育
施
設

フ
ァ

ミ
リ
ー

・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

全  体 760 19.3 10.7 55.3 6.6 1.1 0.9 1.1 - 3.2 - 0.4 0.5 1.8 0.8 1.8

令和５年４月以降生まれ 6 - - 83.3 - - - - - 16.7 - - - - - - 

０歳 26 - - 57.7 - 3.8 - 3.8 - 15.4 - - 3.8 15.4 3.8 - 

１歳 52 - - 63.5 1.9 5.8 3.8 3.8 - 15.4 - 3.8 - 1.9 - 1.9

２歳 145 6.9 2.8 69.7 2.8 2.8 3.4 - - 5.5 - - 1.4 1.4 2.1 4.8

３歳 180 28.9 12.8 45.6 11.1 - - - - 1.1 - 0.6 - 1.1 - 2.8

４歳 168 23.8 17.9 48.8 8.3 - - 1.8 - - - - 0.6 1.8 1.2 0.6

５歳 183 24.6 13.1 55.7 6.0 - - 1.1 - 0.5 - - - 1.1 - - 
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経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を経年比較すると、定期的に利用している教育・保育の事業は「認可保育所（公立・

私立保育園）」が前回から5.2ポイント増加している。 

※前々回は選択肢の表記が異なるため、直接的な比較は行わず参考として掲載している。 

 

幼稚園（通常の就園時間の
利用のみのもの）

幼稚園（幼稚園の預かり保育・
アットホーム事業も利用）

認可保育所（公立・私立保育園）

認定こども園

小規模保育事業

家庭的保育事業（保育ママ）

事業所内保育事業

居宅訪問型保育事業

東京都認証保育所

認定家庭福祉員（保育ママ）

定期利用保育事業

企業主導型保育事業

その他の認可外の保育施設

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

19.3

10.7

55.3

6.6

1.1

0.9

1.1

-

3.2

-

0.4

0.5

1.8

0.8

1.8

-

20.8

12.8

50.1

9.4

0.3

0.4

0.4

-

3.2

0.4

-

0.4

0.1

1.2

2.7

0.7

41.2

7.3

37.5

6.8

2.0

2.4

0.3

7.1

0.3

0.9

1.6

3.4

0.3

0 10 20 30 40 50 60

令和５年度 n=(760)  

平成30年度 n=(898)  

平成25年度 n=(763)  

(%)
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（３）利用日数、利用時間 

【問20で「利用している」を選ばれた方】 

問22 平日に定期的に利用している教育・保育の事業について、どのくらい利用しています

か。また、希望としてはどのくらい利用したいですか。１週当たり何日、１日当たり何時

間（何時から何時まで）かをご記入ください。 

※複数利用している方は、合計した時間をご記入ください。 

 

利用日数／１週当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日に定期的に利用している教育・保育の事業の１週当たりの利用日数は、「５日」が91.7％を

占め、平均4.9日／週となっている。 

利用希望日数も「５日」が89.5％を占め、平均5.0日／週となっている。 

 

 

利用時間／１日当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日に定期的に利用している教育・保育の事業の１日当たりの利用時間は、「８時間以上10時間

未満」が35.7％、「10時間以上」が30.3％、「４時間以上６時間未満」が21.7％で、平均8.1時間／

日となっている。 

利用希望時間は、「10時間以上」が37.2％、「８時間以上10時間未満」が36.4％、「６時間以上８

時間未満」が17.9％で、平均8.7時間／日となっている。 

 

  

現在 (760) 8.1

希望 (760) 8.7

平均 （時間/日）(%)ｎ

0.1 0.7

7.6 17.9 36.4 37.2

0.5

2.5 21.7 9.2 35.7 30.3

0.1

２

時

間

未

満

２

時

間

以

上

４

時

間

未

満

４

時

間

以

上

６

時

間

未

満

６

時

間

以

上

８

時

間

未

満

８

時

間

以

上

1

0

時

間

未

満

1

0

時

間

以

上

無

回

答

現在 (760) 4.9

希望 (760) 5.0

ｎ (%) 平均 （日/週）

0.3 0.51.3 2.8

89.5 5.7

1.7 0.7 0.7 3.6

91.7

1.6

0.1

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答
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利用している時間帯【現在】 

開始時間 終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日に利用している教育・保育の事業の利用開始時間は「８時台」が44.3％、「９時台」が

29.9％、「７時台」が22.2％と高く、終了時間は「18時台」が29.9％、「17時台」が29.5％、「14時

台」が14.2％と高くなっている。 

 

利用している時間帯【希望】 

開始時間 終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望開始時間は「８時台」が35.8％、「９時台」が22.6％、「７時台」が19.0％と高く、終了時

間は、「18時台」が27.3％、「17時台」が18.6％、「16時台」が11.2％と高くなっている。 

n=(955)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

-

-

-

-

-

-

0.3

0.9

4.7

8.1

11.2

18.6

27.3

6.9

1.0

0.1

0.2

20.5

0 10 20 30 40 (%)n=(955)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

0.6

19.0

35.8

22.6

0.5

-

-

0.3

0.7

-

-

-

-

-

-

-

-

20.4

0 10 20 30 40 (%)

n=(760)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

-

-

0.1

-

-

0.4

0.8

8.4

14.2

2.8

11.2

29.5

29.9

2.5

-

0.1

-

0.1

0 10 20 30 40 50 (%)n=(760)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

-

22.2

44.3

29.9

1.6

0.1

-

0.5

1.1

0.1

-

-

-

-

-

-

-

0.1

0 10 20 30 40 50 (%)
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（４）利用している教育・保育の事業の実施場所 

【問20で「利用している」を選ばれた方】 

問23 現在利用している教育・保育の事業の実施場所について、もっとも当てはまるものを 

１つ選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在利用している教育・保育の事業の実施場所は、「小平市内」が92.2％、「市外」が7.8％と

なっている。 

 

 

（５）定期的に教育・保育の事業を利用している理由 

【問20で「利用している」を選ばれた方】 

問24 平日に定期的に教育・保育の事業を利用している理由についておたずねします。 

主な理由として当てはまるものをすべて選んでください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日に定期的に教育・保育の事業を利用している理由は、「子育て(教育を含む)をしている方が

現在就労している」が75.7％と高く、これに「子どもの教育や発達のため」が58.4％と続いてい

る。 

 

(760)  92.2 7.8

(%)ｎ

小

平

市

内

市

外

n=(760)  

子どもの教育や発達のため

子育て（教育を含む）をしている方が
現在就労している

子育て（教育を含む）をしている方が
就労予定がある／求職中である

子育て（教育を含む）をしている方が家族や
祖父母等の親族などを介護している

子育て（教育を含む）をしている方が
病気や障がいがある

子育て（教育を含む）をしている方が
学生である

その他

58.4

75.7

2.1

0.9

2.1

0.1

1.2

0 20 40 60 80
(%)
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（６）定期的に教育・保育の事業を利用していない理由 

【問20で定期的な教育・保育の事業を「利用していない」を選ばれた方におたずねします。】 

問25 利用していない理由は何ですか。主な理由として当てはまるものをすべて選んでください。 

【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期的な教育・保育の事業を利用していない理由は、「利用する必要がない(子どもの教育や発

達のため、保護者のどちらかが就労していないなど)」が46.2％と高く、これに「子どもがまだ小

さいため(□歳くらいになったら利用しようと考えている)」が32.3％と続いている。 

 

 

利用しようと考えているこどもの年齢・経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期的な教育・保育の事業を利用していない理由として「子どもがまだ小さいため(□歳くらい

になったら利用しようと考えている)」と回答した人が教育・保育の事業を利用しようと考えてい

るこどもの年齢は、「１歳」が42.9％、「３歳」が38.1％となっている。 

調査結果を経年比較すると、こどもの年齢は「１歳」が前回から35.3ポイント、「３歳」が前回

から26.7ポイント増加している。一方で、「２歳」は前回から42.4ポイント減少している。 

令和５年度 (63)

平成30年度 (79)

平成25年度 (252)

(%)ｎ

19.0 7.6

19.8

51.9

11.5

11.4

50.8

10.1

13.9 4.0

42.9 9.5 38.1 9.5

０

歳

１

歳

２

歳

３

歳

４

歳

５

歳

以

上

無

回

答

n=(195)  

利用する必要がない（子どもの教育や発達のた
め、保護者のどちらかが就労していないなど）

子どもの祖父母等の親族がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

利用したいが、教育・保育の事業に空きがない

利用したいが、経済的な理由で事業を
利用できない

利用したいが、延長・夜間などの時間帯の
条件が合わない

利用したいが、事業の質や場所など、
納得できる事業がない

子どもがまだ小さいため（□歳くらいになったら
利用しようと考えている）

その他

46.2

3.6

-

24.1

6.2

1.5

3.6

32.3

14.9

0 10 20 30 40 50
(%)
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（７）定期的に利用したい教育・保育の事業 

問26 現在利用している、利用していないにかかわらず、あて名のお子さんの平日の教育・保

育の事業として、定期的に利用したいと考える事業について、当てはまる事業をすべて選

んでください。【複数回答】 

なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

 

現在の希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日の教育・保育の事業として定期的に利用したい事業は、「認可保育所（公立・私立保育園）」

が59.6％と高く、これに「幼稚園(幼稚園の預かり保育・アットホーム事業も利用)」（39.1％）、

「認定こども園」（26.6％）、「幼稚園(通常の就園時間の利用のみのもの)」（15.5％）、「ファミ

リー・サポート・センター」（14.8％）が続いている。 

 

  

n=(955)  

幼稚園（通常の就園時間の
利用のみのもの）

幼稚園（幼稚園の預かり保育・
アットホーム事業も利用）

認可保育所（公立・私立保育園）

認定こども園

小規模保育事業

家庭的保育事業（保育ママ）

事業所内保育事業

居宅訪問型保育事業

東京都認証保育所

認定家庭福祉員（保育ママ）

定期利用保育事業

企業主導型保育事業

その他の認可外の保育施設

ファミリー・サポート・センター

その他

15.5

39.1

59.6

26.6

2.9

3.5

2.8

2.4

5.3

1.9

2.7

2.6

2.3

14.8

3.5

0 10 20 30 40 50 60
(%)
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経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を経年比較すると、定期的に利用したい教育・保育の事業は、前回から「認可保育所

（公立・私立保育園）」が9.2ポイント、「ファミリー・サポート・センター」が7.0ポイント、「認

定こども園」が6.4ポイント増加している。 

※前々回は選択肢の表記が異なるため、直接的な比較は行わず参考として掲載している。 

 

  

幼稚園（通常の就園時間の
利用のみのもの）

幼稚園（幼稚園の預かり保育・
アットホーム事業も利用）

認可保育所（公立・私立保育園）

認定こども園

小規模保育事業

家庭的保育事業（保育ママ）

事業所内保育事業

居宅訪問型保育事業

東京都認証保育所

認定家庭福祉員（保育ママ）

定期利用保育事業

企業主導型保育事業

その他の認可外の保育施設

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

15.5

39.1

59.6

26.6

2.9

3.5

2.8

2.4

5.3

1.9

2.7

2.6

2.3

14.8

3.5

-

14.6

36.9

50.4

20.2

1.9

2.8

2.3

1.3

5.0

2.3

2.0

1.2

0.8

7.8

1.5

7.0

61.1

29.8

50.5

24.9

6.7

5.9

5.3

2.4

13.1

3.7

2.0

13.7

2.5

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70

令和５年度 n=(955)  

平成30年度 n=(1,154)  

平成25年度 n=(1,276)  

(%)
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（８）利用したい実施場所 

問27 教育・保育の事業を利用したい場所について、もっとも当てはまるものを１つ選んで 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）幼稚園の強い利用希望の有無 

【問26で「幼稚園（通常の就園時間の利用）」または「幼稚園の預かり保育・アットホーム事業

も利用」を選び、かつそれら以外の選択肢も選ばれた方にうかがいます。】 

問28 特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く希望 

しますか。当てはまるものを１つ選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日の教育・保育の事業の利用希望者のうち、「特に幼稚園(幼稚園の預かり保育をあわせて利

用する場合を含む)の利用を希望する」という人は、70.1％となっている。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を経年比較すると、「特に幼稚園(幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む)

の利用を希望する」という人が前回から9.2ポイント増加している。 

  

令和５年度 (311)

平成30年度 (471)

ｎ (%)

60.9 31.0 8.1

70.1 29.9

は

い

い

い

え

無

回

答

(311)  70.1 29.9

(%)ｎ

は

い

い

い

え

(955)  94.5 5.5

(%)ｎ

小

平

市

内

市

外
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６．こどもの地域子育て支援拠点事業の利用状況と希望について 

（１）地域子育て支援拠点事業の利用状況 

問29 あて名のお子さんは、現在、地域子育て支援拠点事業（子ども広場、子ども家庭支援 

センター）を利用していますか。当てはまるものをすべて選んでください。【複数回答】 

また、おおよその利用回数（頻度）をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

地域子育て支援拠点事業の利用状況は、「利用していない」が79.4％と高く、「子ども広場」が

17.4％、「子ども家庭支援センターの子育て交流広場」が6.9％となっている。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

調査結果を経年比較すると、利用している地域子育て支援拠点事業は「子ども広場」が前回か

ら4.3ポイント増加している。 

 

利用回数（１ヶ月当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域子育て支援拠点事業の１ヶ月当たり平均利用回数は、「子ども広場」が3.2回／月、「子ども

家庭支援センターの子育て交流広場」が1.8回／月となっている。 

  

子ども広場

子ども家庭支援センターの子育て交流広場

利用していない

無回答

17.4

6.9

79.4

-

13.1

8.5

76.4

3.1

0 20 40 60 80

令和５年度 n=(955)  

平成30年度 n=(1,154)  

(%)

子ども広場 (166) 3.2

(66) 1.8

ｎ (%) 平均 （回/月）

子ども家庭
支援センターの

子育て交流広場

89.4 3.0 7.6

81.9 8.4 7.8

0.6

1.2

１
～

４

回

５
～

９

回

1

0
～

1

4

回

1

5

回

以

上

無

回

答

n=(955)  

子ども広場

子ども家庭支援センターの子育て交流広場

利用していない

17.4

6.9

79.4

0 20 40 60 80 100
(%)
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（２）今後の利用希望と利用したい回数 

問30 問29のような地域子育て支援拠点事業（子ども広場、子ども家庭支援センター）につい

て、今は利用していないが、できれば今後利用したい、あるいは利用回数を増やしたいと思

いますか。当てはまるものを１つ選び、おおよその利用回数（頻度）をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域子育て支援拠点事業の利用希望は、「利用していないが、今後利用したい」(29.3％)と「す

でに利用しているが、今後利用日数を増やしたい」(12.0％)合計で41.3％となっている。 

 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を経年比較すると、地域子育て支援拠点事業の利用希望は、前回から「利用していな

いが、今後利用したい」が9.8ポイント、「すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい」

が4.6ポイント増加している。 

 

  

令和５年度 (955)

平成30年度 (1,154)

平成25年度 (1,276)

ｎ (%)

19.5

31.7

7.4

12.0

67.2

50.6

5.9

5.7

29.3 12.0 58.6

利

用

し

て

い

な

い

が

、

今

後

利

用

し

た

い

す

で

に

利

用

し

て

い

る

が

、
今

後

利

用

日

数

を

増

や

し

た

い

新

た

に

利

用

し

た

り

、

利

用

回

数

を

増

や

し

た

い

と

は

思

わ

な

い

無

回

答

(955)  29.3 12.0 58.6

(%)ｎ

利

用

し

て

い

な

い

が

、

今

後

利

用

し

た

い

す

で

に

利

用

し

て

い

る

が

、
今

後

利

用

日

数

を

増

や

し

た

い

新

た

に

利

用

し

た

り

、

利

用

回

数

を

増

や

し

た

い

と

は

思

わ

な

い
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利用したい回数／１ヶ月当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ヶ月当たりの平均希望利用回数は、「今後利用したい」という人で3.1回／月、「今後利用日数

を増やしたい」人の更に増やしたい回数は、3.5回／月となっている。 

 

 

（３）利用しない理由 

【問30で「利用していないが、今後利用したい」または「新たに利用したり、利用回数を 

増やしたいとは思わない」を選んだ方にうかがいます。】 

問30-１ 現在、地域子育て支援拠点事業を利用していない、または今後利用回数を増やし 

たいとは思わない理由は何ですか。当てはまるものをすべて選んでください。 

【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域子育て支援拠点事業を利用していない、または今後利用回数を増やしたいとは思わない理

由は、「保育所や幼稚園などを、定期的に利用している」が64.0％と高く、これに「自宅から遠い」

が25.2％、「施設の内容や利用方法がわからない」が22.7％と続いている。 

今後利用したい (280) 3.1

今後利用日数を
増やしたい

(115) 3.5

平均 （回/月）(%)ｎ

84.3 7.0 7.0
0.9

0.9

70.4 5.7

2.1 2.1

19.6

１
～

４

回

５
～

９

回

1

0
～

1

4

回

1

5

回

以

上

無

回

答

自分が施設の利用対象になるのかがわからない

子どもの年齢が大きく、室内では遊びづらい

地域の子育てサークルに参加している

特に利用する必要性を感じない

その他

n=(840)  

保育所や幼稚園などを、定期的に利用している

自宅から遠い

施設の内容や利用方法がわからない

64.0

25.2

22.7

10.1

13.5

0.5

10.0

12.5

0 20 40 60 80 (%)
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（４）各種支援事業の認知状況、利用状況、利用希望 

問31 各種支援事業で知っているもの、これまでに利用したことがあるもの、今後利用したい

と思うものについておたずねします。（1）～（16）のＡ（認知状況）、Ｂ（利用状況）、Ｃ

（利用希望）について、それぞれ当てはまるものを選んでください。 

 

Ａ 各種支援事業の認知状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種支援事業の認知状況（知っている）は、「児童館」(88.8％)と「保育課窓口」(84.5％)が高

く、これらに「健康センターの相談や事業」(74.7％)、「保育所の園庭開放や行事」(72.9％)、

「子ども家庭支援センター」(69.5％)、「ファミリー・サポート・センター」(69.3％)、「公民館・

図書館の講座・講演会」(65.5％)が続いている。 

  

(%)

（12）子どもショートステイ

（13）ファミリー・サポート・センター

（14）子育てガイド（子育て情報誌）

（15）赤ちゃん・ふらっと

（1０）幼稚園の園庭開放や行事

（11）地域の子育てサークル

（４）保育課窓口

（５）家庭教育に関する学級・講座

（６）児童館

（７）女性相談室

n=(955)

（１）子ども家庭支援センター

（２）障がい児通所施設

（３）健康センターの相談や事業

（８）教育相談室

（９）保育所の園庭開放や行事

（16）公民館・図書館の講座・講演会

38.0

74.7

84.5

20.7

88.8

25.4

25.9

72.9

61.9

26.2

14.1

69.3

53.2

26.6

65.5

62.0

25.3

15.5

79.3

11.2

74.6

74.1

27.1

38.1

73.8

85.9

30.7

46.8

73.4

34.5

69.5 30.5

は

い
（
知

っ

て

い

る

）

い

い

え

（
知

ら

な

い

）
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Ｂ 各種支援事業のこれまでの利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種支援事業のこれまでの利用状況（利用したことがある）は、「児童館」（62.7％）と「保育

課窓口」（60.2％)が高く、これらに「健康センターの相談や事業」(44.5％)、「子ども家庭支援セ

ンター」(29.4％)、「保育所の園庭開放や行事」(28.7％)、「幼稚園の園庭開放や行事」(24.8％)、

「公民館・図書館の講座・講演会」(22.0％)、「子育てガイド（子育て情報誌）」(19.5％)が続いて

いる。 

 

  

(%)

（７）女性相談室

（８）教育相談室

（９）保育所の園庭開放や行事

（1０）幼稚園の園庭開放や行事

（３）健康センターの相談や事業

（４）保育課窓口

（５）家庭教育に関する学級・講座

（６）児童館

n=(955)

（１）子ども家庭支援センター

（２）障がい児通所施設

（15）赤ちゃん・ふらっと

（16）公民館・図書館の講座・講演会

（11）地域の子育てサークル

（12）子どもショートステイ

（13）ファミリー・サポート・センター

（14）子育てガイド（子育て情報誌）

5.3

44.5

60.2

3.8

62.7

1.9

3.0

28.7

24.8

9.1

0.4

11.1

19.5

7.3

22.0

94.7

55.5

39.8

96.2

37.3

98.1

97.0

71.3

75.2

90.9

99.6

88.9

80.5

92.7

78.0

29.4 70.6

は

い
（
利

用

し

た

こ

と

が

あ

る

）

い

い

え

（
利

用

し

た

こ

と

は

な

い

）
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Ｃ 各種支援事業の今後の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種支援事業の利用希望（利用したい）は、「児童館」（68.2％）が高く、これに、「保育課窓口」

(48.7％)、「公民館・図書館の講座・講演会」（46.9％）、「幼稚園の園庭開放や行事」(40.4％)、

「保育所の園庭開放や行事」(38.1％）、「子ども家庭支援センター」(37.3％)、「ファミリー・サ

ポート・センター」(37.2％)が続いている。 

 

  

(%)

（２）障がい児通所施設

（３）健康センターの相談や事業

（４）保育課窓口

（５）家庭教育に関する学級・講座

n=(955)

（１）子ども家庭支援センター

（14）子育てガイド（子育て情報誌）

（15）赤ちゃん・ふらっと

（16）公民館・図書館の講座・講演会

（1０）幼稚園の園庭開放や行事

（11）地域の子育てサークル

（12）子どもショートステイ

（13）ファミリー・サポート・センター

（６）児童館

（７）女性相談室

（８）教育相談室

（９）保育所の園庭開放や行事

6.4

35.0

48.7

28.6

68.2

14.0

27.3

38.1

40.4

24.8

20.5

37.2

33.1

21.2

46.9

93.6

65.0

51.3

71.4

31.8

86.0

72.7

61.9

59.6

75.2

79.5

62.8

66.9

78.8

53.1

37.3 62.7

は

い
（
利

用

し

た

い

）

い

い

え

（
利

用

し

た

い

と

は

思

わ

な

い

）
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７．こどもの土曜日・休日や長期休暇中の定期的な教育・保育の事業の利用希
望について 

※ここでいう「定期的な教育・保育の事業」とは、月単位で定期的に利用している事業を指します。 

※教育・保育の事業とは、幼稚園、保育所などの事業を指します。親族・知人による預かりは含みません。 

（１）土曜日と日曜日・祝日の利用状況と利用時間帯 

問32 あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育の事業の利

用を希望しますか（一時的な利用は除きます）。当てはまるものを１つ選び、希望がある

場合は、利用したい時間帯をご記入ください。 

なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

 

 

土曜日 

 

 

 

 

 

 

 

 

土曜日の教育・保育の事業の利用状況は、「利用する必要はない」が55.6％と高く、「月に１～

２回は利用したい」が37.0％、「ほぼ毎週利用したい」が7.4％となっている。 

 

 

日曜日・祝日 

 

 

 

 

 

 

 

 

日曜日・祝日は、「利用する必要はない」が69.8％と高く、「月に１～２回は利用したい」が

27.5％、「ほぼ毎週利用したい」が2.6％となっている。 

 

  

(955)  69.8

2.6

27.5

(%)ｎ

利

用

す

る

必

要

は

な

い

ほ

ぼ

毎

週

利

用

し

た

い

月

に

１
～

２

回

は

利

用

し

た

い

(955)  55.6 7.4 37.0

(%)ｎ

利

用

す

る

必

要

は

な

い

ほ

ぼ

毎

週

利

用

し

た

い
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に
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～

２

回

は

利

用

し

た

い
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経年比較 

 

土曜日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を経年比較すると、土曜日の教育・保育の事業の利用状況は「月に１～２回は利用し

たい」が前回から11.9ポイント、前々回から18.7ポイント増加している。 

 

 

日曜日・祝日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を経年比較すると、日曜日・祝日の教育・保育の事業の利用状況は「月に１～２回は

利用したい」が前回から13.5ポイント、前々回から14.2ポイント増加している。 

 

 

  

令和５年度 (955)

平成30年度 (1,154)

平成25年度 (1,276)

ｎ (%)

79.5

82.3

1.6

1.3

14.0

13.3

4.9

3.1

69.8

2.6

27.5

利

用

す

る

必

要

は

な

い

ほ

ぼ

毎

週

利

用

し

た

い

月

に

１
～

２

回

は

利

用

し

た

い

無

回

答

令和５年度 (955)

平成30年度 (1,154)

平成25年度 (1,276)

ｎ (%)

64.7

71.4

6.3

7.4

25.1

18.3

3.8

3.0

55.6 7.4 37.0

利

用

す

る

必

要

は

な

い

ほ

ぼ

毎

週

利

用

し

た

い

月

に

１
～

２

回

は

利

用

し

た

い

無

回

答
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利用している時間帯 土曜日 

開始時間 終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土曜日の利用開始時間は、「９時台」が44.6％、「８時台」が25.2％、「７時台」が15.6％と高く、

終了時間は、「18時台」が30.2％、「17時台」が26.9％と高くなっている。 

 

 

利用している時間帯 日曜日・祝日 

開始時間 終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日曜日・祝日の利用開始時間は、「９時台」が46.9％、「８時台」が23.3％と高く、終了時間は、

「18時台」が29.5％、「17時台」が25.7％と高くなっている。 

n=(288)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

-

-

-

-

-

0.7

8.7

2.1

2.8

11.8

11.8

25.7

29.5

5.6

0.7

-

0.3

0.3

0 10 20 30 40 50 (%)n=(288)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

1.0

11.5

23.3

46.9

12.2

0.7

2.1

1.4

0.3

0.3

-

-

-

-

-

-

-

0.3

0 10 20 30 40 50 (%)

n=(424)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

-

-

-

-

-

-

0.2

7.3

1.7

3.3

11.1

12.7

26.9

30.2

5.7

0.7

0.2

-

0 10 20 30 40 50 (%)n=(424)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

-

0.7

15.6

25.2

44.6

9.4

0.5

1.4

1.7

0.2

0.2

0.2

0.2

-

-

-

-

-

0 10 20 30 40 50 (%)
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（２）たまに利用したい理由 

【問32の土曜日または日曜日・祝日で「月に１～２回は利用したい」を選んだ方におたずね 

します。】 

問33 毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。当てはまるものをすべて選んで 

ください。【複数回答】 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回、前々回は「週に数回仕事が入るため」となっているため、直接的な比較は行わず参考として掲載している 

 

土曜日または日曜日・祝日の教育・保育の事業を月に１～２回は利用したいという理由は、「月

に数回仕事が入るため」が54.4％と高く、これに「息抜きのため」が53.7％、「平日に済ませられ

ない用事をまとめて済ませるため」が52.6％と続いている。 

調査結果を経年比較すると、利用したいという理由は「息抜きのため」が前回から20.7ポイン

ト増加している。また、「平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため」が前回から11.9ポ

イント、前々回から18.8ポイント増加している。 

 

 

月に数回仕事が入るため※

平日に済ませられない用事をまとめて
済ませるため

親等の親族の介護や手伝いが
必要なため

息抜きのため

その他

無回答

54.4

52.6

5.8

53.7

8.3

-

56.0

40.7

3.7

33.0

16.2

3.4

50.7

33.8

1.8

36.3

12.9

2.9

0 10 20 30 40 50 60

令和５年度 n=(397)  

平成30年度 n=(327)  

平成25年度 n=(278)  

(%)
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（３）長期休暇中の教育・保育の事業の利用希望と利用したい時間帯 

【幼稚園利用者の方に】 

問34 あて名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育の事業

の利用を希望しますか。当てはまるものを１つ選び、希望がある場合は、利用したい時間

帯をご記入ください。なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

 

利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園利用者の長期休暇中における教育・保育の事業利用希望は、「休みの期間中、週に数日利

用したい」が50.9％、「利用する必要はない」が25.0％、「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」

が23.7％となっている。 

 

利用希望・経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を経年比較すると、幼稚園利用者の長期休暇中における教育・保育の事業利用希望は

「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」が前回から18.7ポイント増加している。「休みの期間中、

週に数日利用したい」が前回から4.7ポイント、前々回から11.1ポイント増加している。 

 

  

令和５年度 (228)

平成30年度 (221)

平成25年度 (314)

ｎ (%)

48.0

46.2

5.0

10.8

46.2

39.8

0.9

3.2

25.0 23.7 50.9

0.4

利

用

す

る

必

要

は

な

い

休

み

の

期

間

中

、

ほ

ぼ

毎

日

利

用

し

た

い

休

み

の

期

間

中

、

週

に

数

日

利

用

し

た

い

無

回

答

(228)  25.0 23.7 50.9

0.4

(%)ｎ

利

用

す

る

必

要

は

な

い

休

み

の

期

間

中

、

ほ

ぼ

毎

日

利

用

し

た

い

休

み

の

期

間

中

、

週

に

数

日

利

用

し

た

い

無

回

答



第３章 調査結果の詳細（就学前児童の保護者） 

52 

利用したい時間帯 

開始時間 終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期休暇中の教育・保育の事業の利用開始時間は、「９時台」が58.2％、「８時台」が28.8％と

高く、終了時間は「17時台」が24.7％、「15時台」が22.9％、「18時台」が18.2％、「16時台」が

17.6％と高くなっている。 

 

  

n=(170)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

-

-

-

-

-

-

0.6

1.2

11.8

22.9

17.6

24.7

18.2

2.4

-

-

-

0.6

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)n=(170)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

-

8.2

28.8

58.2

3.5

-

-

-

0.6

-

-

-

-

-

-

-

-

0.6

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)
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（４）長期休暇中に教育・保育の事業をたまに利用したい理由 

【幼稚園利用者の方に】 

【問34で「休みの期間中、週に数日利用したい」を選んだ方におたずねします。】 

問35 毎日ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。当てはまるものをすべて選んで 

ください。【複数回答】 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園利用者が長期休暇中に教育・保育の事業をたまに利用したい理由は、「息抜きのため」が

62.1％と高く、これに「買い物等の用事をまとめて済ませるため」が57.8％と続いている。 

調査結果を経年比較すると、利用したい理由は「週に数回仕事が入るため」が前回から18.5ポ

イント増加している。一方で、「買い物等の用事をまとめて済ませるため」が前回から17.8ポイン

ト減少している。 

 

  

週に数回仕事が入るため

買い物等の用事をまとめて済ませるため

親等の親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

無回答

31.9

57.8

5.2

62.1

17.2

-

13.4

75.6

3.7

63.4

24.4

1.2

24.0

59.2

4.0

57.6

25.6

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

令和５年度 n=(116)  

平成30年度 n=(82)  

平成25年度 n=(125)  

(%)
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８．こどもの病気の際の対応について（平日の教育・保育を利用している方のみ） 

（１）この１年間に病気やケガで通常の事業が利用できなかったことの有無 

問36 この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで普段利用している教育・保育の事業が

利用できなかったことはありますか。当てはまるものを１つ選んでください。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この１年間に病気やケガで通常の事業が利用できなかったことが「あった」は81.4％で、経年

比較すると、前回から0.9ポイント、前々回から7.2ポイント増加している。 

 

令和５年度 (760)

平成30年度 (898)

平成25年度 (763)

(%)ｎ

80.5

74.2

17.8

23.9

1.7

2.0

81.4 18.6

あ

っ

た

な

か

っ

た

無

回

答
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（２）病気やケガで通常の事業が利用できなかった際の対処方法と日数 

【問36で「あった」を選んだ方におたずねします。】 

問37 あて名のお子さんが病気やけがで普段利用している教育・保育の事業が利用できなかっ

た場合に、この１年間に行った対処方法として当てはまる記号をすべて選び、それぞれの

日数もご記入ください（半日程度の対応の場合も１日と計算してください）。【複数回答】 

 

対処方法・経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病気やケガで教育・保育の事業が利用できなかった場合の対処方法としては、「母親が休んだ」

が78.0％と高く、これに「父親が休んだ」（50.1％）、「父親又は母親のうち就労していない方が子

どもをみた」（27.1％）、「（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」（22.6％）が続い

ている。 

調査結果を経年比較すると、対処方法は「父親が休んだ」が前回から11.0ポイント、前々回か

ら18.8ポイント増加している。一方で、「（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」

は前回から9.8ポイント、前々回から15.7ポイント減少している。 

  

父親又は母親のうち就労していない方が
子どもをみた

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子どもを
みてもらった

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

27.1

50.1

78.0

22.6

5.0

0.5

0.3

1.3

2.9

-

23.9

39.1

74.4

32.4

9.5

2.2

2.2

2.5

4.0

1.0

29.0

31.3

66.1

38.3

3.7

0.7

0.5

0.5

2.1

1.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度 n=(619)  

平成30年度 n=(723)  

平成25年度 n=(566)  

(%)
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日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な対処方法の年間平均日数は、「父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた」が

14.9日／年、「母親が休んだ」が11.1日／年、「（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらっ

た」が6.6日／年、「父親が休んだ」が5.9日／年となっている。  

父親又は母親のうち就労し
ていない方が子どもをみた

(168) 14.9

父親が休んだ (310) 5.9

母親が休んだ (483) 11.1

（同居者を含む）親族・知人
に子どもをみてもらった

(140) 6.6

病児・病後児の保育を
利用した

(31) 5.5

ベビーシッターを利用した (3) 2.7

ファミリー・サポート・センター
を利用した

(2) 3.0

仕方なく子どもだけで
留守番をさせた

(8) 3.1

その他 (18) 17.5

ｎ (%) 平均 （日/年）

42.3

16.8

39.3

48.4

66.7

50.0

75.0

16.7

33.2

28.4

30.0

38.7

33.3

50.0

12.5

33.3

21.0

36.9

23.6

6.5

12.5

11.1

1.9

11.6

4.3

3.2

5.6

1.0

6.2

1.4

3.2

33.3

0.6

0.2

1.4

13.1 23.2 28.6 19.0 13.1 3.0

１
～

４

日

５
～

９

日

1

0
～

1

9

日

2

0
～

2

9

日

3

0

日

以

上

無

回

答
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（３）父母が休んで対処した場合の「病児・病後児保育施設等」の利用希望と利用したい日数 

【問37で「父親が休んだ」「母親が休んだ」のいずれかを選んだ方におたずねします。】 

問38 その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思いましたか。

当てはまるものを１つ選び、日数についてもご記入ください。 

なお、病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前に 

かかりつけ医等の受診が必要となります。 

 

利用希望・経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父母が休んで対処した場合の「病児・病後児保育施設等」の利用希望は「できれば病児・病後

児等保育施設等を利用したい」が46.5％で、経年比較すると前回から3.2ポイント増加している。 

 

 

利用したい日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病児・病後児のための保育施設等の年間利用希望日数は、「10～19日」が38.0％、「５～９日」

が31.2％、「１～４日」が19.7％で、平均10.2日／年となっている。 

令和５年度 (503)

平成30年度 (556)

平成25年度 (387)

(%)ｎ

43.3

57.6

56.1

40.8

0.5

1.6

46.5 53.5

で

き

れ

ば

病

児

・

病

後

児

等

保

育

施

設

等

を

利

用

し

た

い

利

用

し

た

い

と

は

思

わ

な

い

無

回

答

(234)  
平均
10.2

19.7 31.2 38.0 6.8 4.3

(%)ｎ

１
～

４

日

５
～

９

日

1

0
～

1

9

日

2

0
～

2

9

日

3

0

日

以

上

(%)

（日/年） 
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（４）望ましい事業形態 

【問38で「できれば病児・病後児等保育施設等を利用したい」を選んだ方におたずねします。】 

問39 上記の目的で子どもを預ける場合、どのような事業形態が望ましいと思いますか。 

当てはまるものをすべて選んでください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したいと回答した人が希望する事業形態は、

「小児科に併設した施設で子どもを保育する事業」が88.0％、「幼稚園や保育所等に併設した施設

で子どもを保育する事業」が79.5％と高くなっている。 

 

 

（５）利用したいと思わない理由 

【問38で「利用したいとは思わない」を選んだ方におたずねします。】 

問40 利用したいと思わない理由について当てはまるものをすべて選んでください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病児・病後児のための保育施設等を利用したいと思わない理由は、「保護者が仕事を休んで看護

する」が51.3％と高く、これに「病児・病後児を他人に看護してもらうのは不安」（49.1％）、「地

域の事業の利便性（立地や利用可能時間、日数など）が低い」（30.5％）、「利用料がかかる・高い」

（28.6％）が続いている。 

 

n=(234)  

幼稚園や保育所等に併設した施設で
子どもを保育する事業

小児科に併設した施設で子どもを
保育する事業

ファミリー・サポート・センター
（地域住民が子どもを預かる事業）

ベビーシッター

その他

79.5

88.0

22.6

19.7

0.9

0 20 40 60 80 100
(%)

n=(269)  

病児・病後児を他人に看護してもらう
のは不安

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用可能
時間、日数など）が低い

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

保護者が仕事を休んで看護する

その他

49.1

8.9

30.5

28.6

20.8

51.3

19.0

0 10 20 30 40 50 60
(%)
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（６）父母が仕事を休んで看護したいと思ったかどうかと看護したかった日数 

【問37で「父親が休んだ」、「母親が休んだ」以外のいずれかを選んだ方におたずねします。】 

問41 その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看護したい」と思いましたか。 

当てはまるものを１つ選び、「父親が休んだ」、「母親が休んだ」以外の対処の日数のうち 

仕事を休んで看護したかった日数についてもご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護したい日数（年間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看護したいと思った」人が希望する年間日数は、「５

～９日」が32.0％、「10～19日」が31.4％、「１～４日」が21.1％で、平均11.1日／年となってい

る。 

 

(194)  
平均
11.1

21.1 32.0 31.4 7.7 5.7

2.1

(%)ｎ

１
～

４

日

５
～

９

日

1

0
～

1

9

日

2

0
～

2

9

日

3

0

日

以

上

無

回

答

(%)(%)

(318)  61.0 39.0

(%)ｎ

で

き

れ

ば

仕

事

を

休

ん

で

看

護

し

た

い

と

思

っ

た

仕

事

を

休

ん

で

看

護

す

る

こ

と

は

難

し

い

（日/年） 
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（７）仕事を休んで看護できなかった理由 

【問41で「できれば仕事を休んで看護したいと思った」を選んだ方におたずねします。】 

問42 父母のいずれかが仕事を休んで看護できなかった理由について、当てはまるものを 

すべて選んでください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病気やケガで教育・保育の事業が利用できなかった場合に、仕事を休んで看護することは難し

いという人の理由は、「子どもの看護を理由に休みがとれない」が47.4％、「休暇日数が足りない

ので休めない」が22.2％となっている。 

その他（35.1％）の具体的な内容としては、「仕事の内容上休めない」、「タイミングが悪かっ

た」、「職場の人手不足、代わりがいない」、「職場、同僚に迷惑がかかる」などとなっている。 

 

▼その他 （件） 

仕事の内容上休めない 13 

タイミングが悪かった 12 

職場の人手不足、代わりがいない 7 

職場、同僚に迷惑がかかる 7 

仕事が忙しいため 6 

連日で休むのは難しい、気が引ける 6 

在宅勤務で対応（を活用） 5 

家族が対応可能できた 3 

どちらかは休める 3 

休みづらい、お願いしにくい 1 

具合の程度によるので 1 

給料が減る 1 

その他 14 

 

  

n=(194)  

子どもの看護を理由に休みがとれない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休めない

その他

47.4

7.2

22.2

35.1

0 10 20 30 40 50
(%)
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９．こどもの不定期の教育・保育の事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用に
ついて 

（１）私用、保護者の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業と日数 

問43 あて名のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、保護者 

の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。ある場合は、当

てはまるものをすべて選び、１年間の利用日数（おおよそ）もご記入ください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の教育・保育の事業の利用状況は、「幼稚園の預かり保育」が8.6％、「一時預かり」が

4.3％、「ファミリー・サポート・センター」が2.9％となっている。 

 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を経年比較すると、事業の利用状況は、前回から「幼稚園の預かり保育」が3.4ポイン

ト、「一時預かり」が2.2ポイント減少している。一方で、「利用していない」が前回から4.2ポイ

ント増加している。 

 

  

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

4.3

8.6

2.9

1.6

0.8

83.7

0.1

6.5

12.0

3.4

1.6

1.5

79.5

1.0

4.7

9.6

2.6

0.6

0.9

79.6

3.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度 n=(955)  

平成30年度 n=(1,154)  

平成25年度 n=(1,276)  

(%)

n=(955)  

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

4.3

8.6

2.9

1.6

0.8

83.7

0.1

0 20 40 60 80 100(%)
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利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の教育・保育の事業の年間平均利用日数は、「幼稚園の預かり保育」が45.8日／年、「一

時預かり」が21.4日／年、「ファミリー・サポート・センター」が13.8日／年となっている。 

 

（２）利用していない理由 

【問43で「利用していない」を選んだ方におたずねします。】 

問44 現在利用していない理由は何ですか。当てはまるものをすべて選んでください。 

【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の教育・保育の事業を利用していない理由は、「特に利用する必要がない」が62.2％と高

く、これに「事業の利用方法（手続き等）がわからない」が21.2％、「利用料がかかる・高い」が

20.7％と続いている。 

  

n=(799)  

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用可能
時間、日数など）が低い

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者になるのかどうか
わからない

事業の利用方法（手続き等）がわからない

その他

62.2

5.9

7.5

12.0

20.7

11.1

13.9

21.2

8.1

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

一時預かり (41) 21.4

幼稚園の預かり保育 (82) 45.8

ファミリー・サポート・
センター

(28) 13.8

ベビーシッター (15) 8.8

その他 (8) 12.3

ｎ (%) 平均 （日/年）

20.7

39.3

26.7

37.5

11.0

7.1

33.3

12.5

15.9

17.9

13.3

12.5

12.2

7.1

6.7

12.5

36.6

14.3

6.7

12.5

3.7

14.3

13.3

12.5

22.0 17.1 12.2 12.2 26.8 9.8

１
～

４

日

５
～

９

日

1

0
～

1

9

日

2

0
～

2

9

日

3

0

日

以

上

無

回

答
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（３）今後の利用希望と利用したい日数 

問45 あて名のお子さんについて、私用、保護者の通院、不定期の就労等の目的で、問43で 

あげたような一時預かりの事業を年間何日くらい利用する必要があると思いますか。 

利用する必要がある場合は、当てはまる記号をすべて選び、それぞれの日数もご記入 

ください。【複数回答】 

なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の教育・保育の事業の利用希望は、「利用する必要がある」が66.8％、「利用する必要が

ない」が33.2％となっている。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を経年比較すると、事業の利用希望は「利用する必要がある」が前回から20.5ポイン

ト増加している。 

 

  

令和５年度 (955)

平成30年度 (1,154)

平成25年度 (1,276)

(%)ｎ

46.3

50.2

49.7

46.3

4.1

3.5

66.8 33.2

利

用

す

る

必

要

が

あ

る

利

用

す

る

必

要

は

な

い

無

回

答

(955)  66.8 33.2

(%)ｎ

利

用

す

る

必

要

が

あ

る

利

用

す

る

必

要

は

な

い
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不定期の教育・保育の事業の利用目的 

 

 

 

 

 

 

不定期の教育・保育の事業の利用目的は、「私用(買い物、子ども(兄弟姉妹を含む)や保護者の

習い事等)、リフレッシュ目的」が72.6％、「冠婚葬祭、学校行事、子ども(兄弟姉妹を含む)や保

護者の通院等」が69.3％と高くなっている。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を経年比較すると、事業の利用目的は「私用、リフレッシュ目的」が前回から5.7ポイ

ント減少している。一方で、「不定期の就労」が前回から1.5ポイント、前々回から5.0ポイント増

加している。 

 

不定期の教育・保育の事業の利用希望日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の教育・保育の事業の平均利用希望日数は、「不定期の就労」が24.0日／年、「私用(買い

物、子ども(兄弟姉妹を含む)や保護者の習い事等)、リフレッシュ目的」が14.3日／年、「冠婚葬

祭、学校行事、子ども(兄弟姉妹を含む)や保護者の通院等」が9.0日／年となっている。 

私用（買い物、子ども（兄弟姉妹を含む）や
保護者の習い事等）、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を
含む）や保護者の通院等

不定期の就労

その他

無回答

72.6

69.3

29.2

2.4

0.1

78.3

71.2

27.7

4.3

1.1

75.0

62.0

24.2

4.8

1.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度 n=(638)  

平成30年度 n=(534)  

平成25年度 n=(640)  

(%)

n=(638)  

私用（買い物、子ども（兄弟姉妹を含む）や
保護者の習い事等）、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を
含む）や保護者の通院等

不定期の就労

その他

72.6

69.3

29.2

2.4

0 20 40 60 80
(%)

私用、リフレッシュ目的 (463) 14.3

冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟
姉妹を含む）や保護者の通院等

(442) 9.0

不定期の就労 (186) 24.0

その他 (15) 34.3

平均 （日/年）ｎ (%)

29.4

17.7

26.7

32.1

14.0

13.3

27.8

28.0

13.3

4.8

12.9

20.0

5.2

25.8

20.0

0.7

1.6

6.7

17.9 22.9 35.9 12.5 10.8

１
～

４

日

５
～

９

日

1

0
～

1

9

日

2

0
～

2

9

日

3

0

日

以

上

無

回

答
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（４）望ましい事業形態 

【問45で「利用する必要がある」を選んだ方におたずねします。】 

問46 問45の目的でお子さんを預ける場合、どのような事業形態が望ましいと思いますか。 

当てはまるものをすべて選んでください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の教育・保育の事業の望ましい事業形態としては、「大規模施設で子どもを保育する事業」

が78.7％と高く、これに「小規模施設で子どもを保育する事業」（58.3％）、「ファミリー・サポー

ト・センター」（28.1％）、「ベビーシッター」（21.5％）が続いている。 

 

（５）保護者の用事により泊りがけでショートステイを利用する必要、利用目的、宿泊数 

問47 小平市では、保護者の用事（保護者・家族（兄弟姉妹含む）の病気、育児疲れや育児不

安、冠婚葬祭など）により、家庭での療育が困難となった子どもを、児童養護施設等で一

定期間保護する短期入所生活援助事業（ショートステイ）を実施しています。 

あて名のお子さんについて、保護者の用事により短期入所生活援助事業（ショートステイ）

を泊りがけで利用する必要があると思いますか。また、利用する必要がある場合は目的別

の内訳の日数をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の用事により短期入所生活援助事業（ショートステイ）を泊りがけで「利用する必要は

ない」が76.3％、「利用する必要がある」が23.7％となっている。 

 

  

(955)  23.7 76.3

(%)ｎ

利

用

す

る

必

要

が

あ

る

利

用

す

る

必

要

は

な

い

n=(638)  

大規模施設で子どもを保育する事業

小規模施設で子どもを保育する事業

ファミリー・サポート・センター

ベビーシッター

その他

78.7

58.3

28.1

21.5

1.4

0 20 40 60 80 100
(%)
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利用目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

短期入所生活援助事業（ショートステイ）の利用目的としては、「保護者や家族の病気」が

87.2％と高く、これに「保護者や家族の育児疲れ・不安」が57.5％、「冠婚葬祭」が31.4％と続い

ている。 

 

 

宿泊数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用する際の平均宿泊数は、「保護者や家族の病気」

が4.0泊／年、「保護者や家族の育児疲れ・不安」が3.4泊／年、「冠婚葬祭」が2.7泊／年となって

いる。 

 

  

保護者や家族の
病気

(197) 4.0

保護者や家族の
育児疲れ・不安

(130) 3.4

冠婚葬祭 (71) 2.7

その他 (8) 4.8

平均 （泊/年）ｎ (%)

78.5

81.7

62.5

10.8

11.3

25.0

5.4

1.4

12.5

0.8 1.5

1.4

3.1

4.2

65.0 24.9 4.6

1.0 1.5

3.0

１
～

４

泊

５
～

９

泊

1

0
～

1

9

泊

2

0
～

2

9

泊

3

0

泊

以

上

無

回

答

n=(226)  

保護者や家族の病気

保護者や家族の育児疲れ・不安

冠婚葬祭

その他

87.2

57.5

31.4

3.5

0 20 40 60 80 100
(%)
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10．小学校就学後の放課後の過ごし方について（こどもが４歳以上である方） 

（１）小学校低学年（１～３年生）の間、放課後を過ごさせたい場所と日数 

問48 あて名のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小

学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまるものをす

べて選び、それぞれ希望する週当たり日数をご記入ください。また、「学童クラブ」の場

合には、利用を希望する時刻もご記入ください。【複数回答】 

 

放課後を過ごさせたい場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校低学年（１～３年生）の間、放課後を過ごさせたい場所は、「学童クラブ」（62.5％）、

「自宅」（44.8％）、「習い事」（38.9％）が高く、これらに「放課後子ども教室」（19.4％）が続い

ている。 

 

  

n=(355)  

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

子ども広場

放課後子ども教室

学童クラブ

放課後等デイサービス（障害児通所支援）

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、地域センター、公園など）

現時点ではわからない

無回答

44.8

11.3

38.9

15.2

9.9

19.4

62.5

3.4

1.4

20.0

2.3

2.3

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)
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放課後を過ごさせたい場所・経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を経年比較すると、放課後を過ごさせたい場所では、「学童クラブ」が前回から6.6ポ

イント、前々回から14.7ポイント増加している。「子ども広場」が前回から3.7ポイント増加して

いる。一方で、「習い事」が前回から13.4ポイント、前々回から25.2ポイント減少している。 

 

  

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

子ども広場

放課後子ども教室

学童クラブ

放課後等デイサービス（障害児通所支援）

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、地域センター、公園など）

現時点ではわからない

無回答

44.8

11.3

38.9

15.2

9.9

19.4

62.5

3.4

1.4

20.0

2.3

2.3

45.4

14.6

52.3

12.3

6.2

21.5

55.9

1.8

1.8

16.9

8.2

3.4

50.0

18.5

64.1

15.8

22.3

47.8

1.6

33.2

4.9

0 10 20 30 40 50 60 70

令和５年度 n=(355)  

平成30年度 n=(438)  

平成25年度 n=(184)  

(%)
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小学校低学年の間、放課後を過ごさせたい場所の日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過ごさせたい主な場所の１週当たりの平均日数は、「学童クラブ」が4.3日／週、「自宅」が3.0

日／週、「放課後子ども教室」が2.3日／週、「児童館」が2.0日／週となっている。 

 

 

学童クラブの利用希望時刻（下校時から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学童クラブの利用希望時刻は、「18時台まで」が51.4％、「17時台まで」が27.5％、「19時台まで」

が11.3％となっている。 

自宅 (159) 3.0

祖父母宅や友人・
知人宅

(40) 1.8

習い事 (138) 1.8

児童館 (54) 2.0

子ども広場 (35) 1.7

放課後子ども教室 (69) 2.3

学童クラブ (222) 4.3

放課後等デイサービス
（障害児通所支援）

(12) 2.8

ファミリー・サポート・
センター

(5) 3.2

その他（公民館、地域
センター、公園など）

(71) 2.1

平均 （日/週）(%)ｎ

67.5

39.9

48.1

60.0

46.4

3.6

41.7

40.0

45.1

7.5

42.8

27.8

20.0

15.9

7.7

8.3

22.5

15.0

15.2

5.6

2.9

11.6

11.3

16.7

20.0

15.5

0.7

3.7

2.9

10.4

10.0

9.3

5.7

18.8

66.7

33.3

20.0

12.7

1.9

2.9

0.5

20.0

1.4

1.4

3.7

8.6

4.3

2.8

17.0 28.9 18.2 11.3 21.4

1.9

1.3

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答

(222)  8.6 27.5 51.4 11.3

1.4

(%)ｎ

1

6

時

台

ま

で

1

7

時
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ま

で

1

8

時
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ま

で

1

9

時

台

ま

で

2

0

時
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以

降

ま

で
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（２）小学校高学年（４～６年生）の間、放課後を過ごさせたい場所と日数 

問49 あて名のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後（平日の

小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまるものを 

すべて選び、それぞれの週当たり日数をご記入ください。また、「学童クラブ」の場合に

は、利用を希望する時刻もご記入ください。 

※だいぶ先のことになりますが、現在お持ちのイメージでお答えください。 

 

放課後を過ごさせたい場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後に過ごさせたい場所は、「自宅」（75.5％）、

「習い事」（69.3％）が高く、これらに「児童館」（24.5％）、「放課後子ども教室」（21.1％）、「学

童クラブ」（20.3％）が続いている。 

 

  

n=(355)  

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

子ども広場

放課後子ども教室

学童クラブ

放課後等デイサービス（障害児通所支援）

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、地域センター、公園など）

現時点ではわからない

無回答

75.5

15.8

69.3

24.5

10.7

21.1

20.3

2.3

1.4

29.0

5.1

2.3

0 20 40 60 80 (%)
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放課後を過ごさせたい場所・経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を経年比較すると、放課後を過ごさせたい場所では「自宅」が前回から14.3ポイント、

前々回から19.0ポイント増加している。「児童館」が前回から6.9ポイント増加している。一方で、

「学童クラブ」が前回から5.7ポイント、前々回から11.8ポイント減少している。 

 

 

  

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

子ども広場

放課後子ども教室

学童クラブ

放課後等デイサービス（障害児通所支援）

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、地域センター、公園など）

現時点ではわからない

無回答

75.5

15.8

69.3

24.5

10.7

21.1

20.3

2.3

1.4

29.0

5.1

2.3

61.2

17.8

70.8

17.6

7.5

24.9

26.0

1.6

2.1

19.6

14.6

3.7

56.5

23.4

75.0

19.6

23.9

32.1

1.1

33.7

6.5
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小学校高学年の間、放課後を過ごさせたい場所の日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主に過ごさせたい場所の１週当たりの平均日数は、「学童クラブ」が3.2日／週、「自宅」が3.0

日／週、「習い事」が2.1日／週、「子ども広場」が2.0日／週となっている。 

 

 

学童クラブの利用希望時刻（下校時から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学童クラブの利用希望時刻は、「18時台まで」が58.3％、「17時台まで」が19.4％、「19時台まで」

が18.1％となっている。 

 

自宅 (268) 3.0

祖父母宅や友人・
知人宅

(56) 1.9

習い事 (246) 2.1

児童館 (87) 1.7

子ども広場 (38) 2.0

放課後子ども教室 (75) 1.9

学童クラブ (72) 3.2

放課後等デイサービス
（障害児通所支援）

(8) 4.6

ファミリー・サポート・
センター

(5) 2.5

その他（公民館、地域
センター、公園など）

(103) 2.2
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（３）学童クラブの日曜日・祝日の利用希望と利用したい時間帯 

【問48（小学校低学年）または問49（小学校高学年）で「学童クラブ（で過ごさせたたい）」を

選んだ方におたずねします。】 

問50 あて名のお子さんについて、日曜日・祝日に学童クラブの利用を希望しますか。 

当てはまるものを１つ選んでください。また利用したい場合は、その時間帯をご記入 

ください。 

なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

 

利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

学童クラブの日曜日・祝日の利用希望は、「利用する必要はない」が72.6％、「低学年（１～３

年生）の間は利用したい」が15.9％、「高学年（４～６年生）になっても利用したい」が11.5％と

なっている。 

 

利用したい時間帯 

開始時間 終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日曜日・祝日の学童クラブ利用希望開始時間は「８時台」が37.1％、「９時台」が27.4％、「７

時台」が17.7％と高くなっている。利用希望終了時間は「18時台」が43.5％、「17時台」が29.0％、

「19時台」が11.3％と高くなっている。 
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（４）小学校の長期休暇中の過ごし方の希望 

問51 あて名のお子さんについて、お子さんの小学校の夏休み・冬休み期間中に学童クラブの

利用を希望しますか。当てはまるものを１つ選んでください。また利用したい場合は、 

希望する日数と時間帯をご記入ください。 

なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校長期休暇中の学童クラブの利用希望は、「低学年（１～３年生）の間は利用したい」が

40.7％、「高学年（４～６年生）になっても利用したい」が32.6％、「利用する必要はない」が

26.7％となっている。 
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小学校の夏休み・冬休み期間中、過ごさせたい日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校長期休暇中に学童クラブで過ごさせたい日数は、「５日」が73.3％、「３日」が15.3％で、

平均4.5日／週となっている。 

 

 

利用したい時間帯 

開始時間 終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期休暇中の学童クラブの利用希望開始時間は「８時台」が45.3％、「９時台」が28.3％、「７

時台」が14.7％と高くなっている。利用希望終了時間は「18時台」が48.0％、「17時台」が28.9％

と高くなっている。 
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11．育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 

（１）育児休業取得の有無と取得しなかった理由 

問52 あて名のお子さんが生まれた時、母親、父親のいずれかまたは双方が育児休業を取得 

しましたか。母親、父親それぞれについて、当てはまるものを１つ選んでください。 

また、取得していない方は該当する理由をお選びください。 

 

取得の有無・経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親の育児休業取得状況は、「取得した（取得中である）」が62.3％、「就労していなかった」が

29.0％、「取得していない」が8.7％となっている。 

父親は、「取得していない」が75.9％と高く、「取得した（取得中である）」が22.6％となってい

る。 

調査結果を経年比較すると、母親では「取得した（取得中である）」が前回から16.5ポイント、

前々回から28.9ポイント増加している。一方で、「就労していなかった」は前回から13.8ポイント、

前々回から21.2ポイント減少している。 

男性では「取得した（取得中である）」が前回から17.7ポイント、前々回から20.2ポイント増加

している。一方で、「取得していない」は前回から12.6ポイント、前々回から13.7ポイント減少し

ている。 
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育児休業を取得していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親が育児休業を取得していない理由は、「子育てや家事に専念するため退職した」が38.6％と

高く、これに、「仕事が忙しかった」が14.5％、「仕事に戻るのが難しそうだった」が13.3％と続

いている。 

父親が育児休業を取得していない理由は、「仕事が忙しかった」が49.7％と高く、これに、「職

場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」（42.0％）、「配偶者が育児休業制度を利用した」

（31.4％）、「収入減となり、経済的に苦しくなる」（28.3％）が続いている。 
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（２）育児休業取得後の職場復帰 

【問52で育児休業を「取得した（取得中である）」を選んだ方に】 

問53 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。母親・父親の状況について、それぞれの 

当てはまるものを１つ選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親の育児休業取得後の職場復帰は、「育児休業取得後、職場に復帰した」が74.9％、「現在

も育児休業中である」が17.5％、「育児休業中に離職した」が7.6％となっている。 

父親は、「育児休業取得後、職場に復帰した」が95.8％と高くなっている。 

 

（３）復帰のタイミング 

【問52で育児休業を「取得した（取得中である）」を選んだ方に】 

【問53で「育児休業取得後、職場に復帰した」を選んだ方におたずねします。】 

問54 育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたタイミング 

でしたか。母親・父親の状況を、それぞれの太枠内の当てはまるものどちらか１つを 

選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親が育児休業取得後、職場に復帰したタイミングは、「年度初めの入所に合わせたタイミン

グだった」が87.0％、「それ以外だった」が13.0％となっている。 

父親は、「それ以外だった」が92.1％と高くなっている。 
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（４）実際の取得期間と希望 

【問52で育児休業を「取得した（取得中である）」を選んだ方に】 

【問53で「育児休業取得後、職場に復帰した」を選んだ方におたずねします。】 

問55 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何ヶ月のときに職場復帰しましたか。 

また、勤め先の育児休業制度の期間内で、何歳何ヶ月のときまで取りたかったですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親が実際に職場復帰した時期のこどもの年齢は、「１歳０ヶ月～１歳６ヶ月未満」が36.0％、

「０歳６ヶ月～１歳０ヶ月未満」が33.9％と高くなっている。これに対し、希望の時期は「１歳

０ヶ月～１歳６ヶ月」が25.6％、「２歳０ヵ月～２歳６ヵ月未満」が23.4％と高くなっている。 

父親が実際に職場復帰した時期のこどもの年齢は、「０歳６ヶ月未満」が81.3％と高くなってい

る。希望の時期も「０歳６ヶ月未満」が34.0％と高くなっている。 

 

職場復帰の時期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場復帰の時期について、母親は「『希望』より早く復帰した」が68.1％、「実際と希望が一致

した」が19.3％、「『希望』より遅く復帰した」が8.1％となっている。 

父親は、「『希望』より早く復帰した」が63.5％、「実際と希望が一致した」が25.6％となってい

る。 
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（５）希望の時期に職場復帰しなかった理由 

【問55で実際の取得期間と希望が異なる方におたずねします。】 

問56 希望の時期に職場復帰しなかった理由についておたずねします。 

（１）「希望」より早く復帰した方 

（２）「希望」より遅く復帰した方 

※母親・父親の状況について、それぞれ当てはまるものをすべて選んでください。 

【複数回答】 

 

【１】「希望」より早く復帰した方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望よりも早く職場復帰した母親の理由は、「希望する保育所に入るため」が76.6％と高くなっ

ている。 

父親の理由は、「経済的な理由で早く復帰する必要があった」が38.0％と高くなっている。 

 

【２】｢希望｣より遅く復帰した方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望よりも遅く職場復帰した母親の理由は、「希望する保育所に入れなかったため」が83.3％と

高く、次いで「子どもをみてくれる人がいなかったため」が19.4％となっている。 

※父親は回答者が少ないため、掲載していない。 

希望する保育所に入れなかったため

自分や子どもなどの体調が思わしく
なかったため

配偶者や家族の希望があったため

職場の受け入れ態勢が整っていなかったため

子どもをみてくれる人がいなかったため

その他

無回答

83.3

2.8

-

-

19.4

2.8

11.1

0 20 40 60 80 100

母親 n=(36)  

(%)

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で早く復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

その他

無回答

76.6

1.7

19.5

18.2

13.5

2.0

16.3

7.0

38.0

34.1

24.0

2.3

0 20 40 60 80

母親 n=(303)  

父親 n=(129)  

(%)
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（６）短時間勤務制度利用の有無 

【問53で「育児休業取得後、職場に復帰した」を選んだ方におたずねします。】 

問57 育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。母親・父親の状況

について、それぞれの当てはまるものを１つ選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育児休業取得後、職場に復帰した母親の短時間勤務制度の利用状況は、「利用した」が65.2％、

「利用する必要がなかった（フルタイムで働きたかった、もともと短時間勤務だった）」が20.7％、

「利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）」が14.2％となっている。 

父親は、「利用する必要がなかった（フルタイムで働きたかった、もともと短時間勤務だった）」

が70.0％、「利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）」が23.6％、「利用した」が

6.4％となっている。 

 

母親 (445)

父親 (203)

ｎ (%)
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（７）短時間勤務制度を利用しなかった理由 

【問57で「利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）」を選んだ方におたずね 

します。】 

問58 短時間勤務制度を利用しなかった（利用できなかった）理由は何ですか。 

母親・父親の状況について、それぞれ当てはまる理由をすべて選んでください。 

【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育児休業取得後、職場に復帰した際、短時間勤務制度を利用しなかった母親の理由は、「短時間

勤務にすると給与が減額される」が52.4％と高く、これに「仕事が忙しかった」が44.4％、「職場

に短時間勤務制度を利用しにくい雰囲気があった」が38.1％と続いている。 

父親の理由は、「短時間勤務にすると給与が減額される」が60.4％と高く、これに「仕事が忙し

かった」が56.3％、「職場に短時間勤務制度を利用しにくい雰囲気があった」が43.8％と続いてい

る。 

 

職場に短時間勤務制度を利用しにくい
雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が減額される

短時間勤務にすると保育所の入所申請の
優先順位が下がると思った

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を
利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえ
るなど、子どもをみてくれる人がいた

子育てや家事に専念するため退職した

職場に短時間勤務制度がなかった
（就業規則に定めがなかった）

短時間勤務制度を利用できることを
知らなかった

その他

38.1

44.4

52.4

31.7

3.2

1.6

-

14.3

1.6

12.7

43.8

56.3

60.4

12.5

29.2

8.3

-

14.6

6.3

4.2

0 10 20 30 40 50 60 70

母親 n=(63)  

父親 n=(48)  

(%)
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（８）１歳になった時に必ず利用できる教育・保育の事業がある場合の１歳までの育児休

業取得希望 

【問53で「現在も育児休業中である」を選んだ方におたずねします。】 

問59 あて名のお子さんが１歳になったときに必ず利用できる教育・保育の事業があれば、 

１歳になるまで育児休業を取得しますか。または、預けられる事業があっても１歳に 

なる前に復帰しますか。母親・父親のそれぞれの状況について、当てはまるものを 

１つ選んでください。 

 

母親 

 

 

 

 

 

 

 

 

育児休業中の母親について、１歳になった時に必ず利用できる教育・保育の事業がある場合の

育児休業取得希望をみると、「１歳になるまで育児休業を取得したい」が91.3％と高くなっている。 

※父親は回答数が少ないため、掲載していない。 

 

  

(104)  91.3 8.7

(%)ｎ

１

歳

に

な

る

ま

で

育

児

休

業

を

取

得

し

た

い

１

歳

に

な

る

前

に

復

帰

し

た

い



第３章 調査結果の詳細（就学前児童の保護者） 

84 

12．子育て全般について 

（１）地域における子育ての環境や支援への満足度 

問60 お住まいの地域における子育ての環境や支援への満足度について、当てはまるものを 

１つ選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住まいの地域における子育ての環境や支援の満足度は、「満足度３」が41.4％と高く、これに

「満足度４」が21.3％、「満足度２」が20.6％と続いている。 

 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を経年比較すると、子育ての環境や支援の満足度は「満足度１（満足度が低い）」が前

回から6.8ポイント増加している。一方で、「満足度４」が前回から3.8ポイント減少している。 

 

令和５年度 (955)

平成30年度 (1,154)

平成25年度 (1,276)

(%)ｎ
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（２）教育・保育の環境の充実など子育ての環境や支援に関しての意見（自由記述） 

最後に、教育・保育の環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、

ご自由にお書きください。 

 

子育ての環境や支援に関してのご意見として、473人から765件の回答が寄せられた。なお、１

人で２つ以上の内容を記入している場合もあるため、件数は延べ件数となる。 

 

定期的・不定期の保育事業 178 

保育園（所）、幼稚園の充実・増設、制度の改善  85 

一時預かり事業の充実、ベビーシッターの安全性向上  57 

病児・病後児保育の充実  25 

入園（所）のための就業条件の緩和  10 

親子で泊まれる赤ちゃんホテルがほしい  1 

子育てに関わる支援 153 

子育て・教育にかかる各種費用の支援・無償化、手当・医療費助成  66 

（全般的な）子育て支援の充実  26 

こどもの数やきょうだいの年齢差で差をつけないでほしい  11 

所得制限の撤廃  10 

仕事と子育て（介護）の両立支援の実現に取り組んでほしい  10 

産後ケアの充実  8 

障がい児、不登校児の支援  8 

子育て応援券、クーポン券等の充実、現金で支給  7 

ひとり親家庭の支援  4 

どんな家庭にも平等な支援  3 

学童クラブ等  59 

学童クラブ、放課後子ども教室の内容充実、利用要件緩和、食事提供  48 

長期休暇中の利用  11 

こどもの居場所  96 

公園（ボール遊び可）、広場の遊び場やこどもが集まれる施設の充実  66 

児童館、地域センターの整備・充実  20 

図書館、公民館等の充実  5 

小学校１年生の壁への不安  4 

学校の校庭開放  1 
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幼稚園・学校、教育・教職員  60 

保育士、教師の負担軽減、増員、賃上げ  18 

保育園（所）、学校設備の充実、改善、駐車場設置  9 

保護者会、ＰＴＡ活動が負担、廃止  9 

給食の充実、継続  3 

保育園、学校との連絡手段の改善  3 

送迎付きの習い事があるとよい  3 

ＩＣＴ教育の適切な運用と充実  2 

教職員のモラル向上  2 

近い未来の小中学校のキャパオーバーへの懸念  2 

保育園での慣らし保育、未就学児向け支援の充実  2 

保育園での教育機会提供  2 

その他（感染症対策、開校時間を早める、支払い方法の改善、学区の撤廃）  5 

医療・健康・衛生  27 

医療機関、制度の充実  11 

歯科検診、定期健診の利便性向上、情報の拡充  7 

インフルエンザ予防接種費用補助  4 

公園の衛生環境、維持、啓発  4 

医療費補助の見直し  1 

情報・相談  26 

積極的な子育て支援の情報提供、ＰＲ  21 

相談体制の充実、窓口の明確化  4 

保育園の内定通知はもっと早く知らせてほしい  1 

行政の取りくみと評価 144 

支援が不足、他市と比べて子育てしにくい、古い慣習の見直し、職員の対応が悪い  36 

防犯・防災、事故防止対策  26 

市の取組、子育て関連施設への感謝  22 

企業への働きかけ、社会の子育てに対する考え方の醸成  14 

サービスや施設の地域格差是正  12 

講座・イベント、習い事、交流の充実、再開  10 

住みよい、安心して子育てできる  8 

子育て世代、経験者等の交流機会や、不要となった子育て用品のリサイクル  7 

施設予約、書類提出などのＩＴ化を進めてほしい  6 

その他（認証保育所への補助金の周辺自治体での均一化、近隣他市との資源共用、 

スキマ時間就労支援） 
 3 
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今回のアンケート  16 

否定的意見（設問が多い、紙で実施、子育て全世帯にすべきなど）  8 

肯定的意見（有効な調査なので対象世代を拡大、声を聴いてもらえてありがたい、来年

も実施を、いろいろなことを知る機会となったなど） 
 8 

その他  6 
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第３章 就学児童調査の結果 

（就学児童１年生～６年生の保護者） 
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１．住まいの地域 

（１）住まいの地域 

問１ お住まいの地域として当てはまるもの１つを選び、丁目があればご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(992)  

大沼町

小川町

小川西町

小川東町

学園西町

学園東町

喜平町

栄町

上水新町

上水本町

上水南町

鈴木町

たかの台

津田町

天神町

中島町

仲町

花小金井

花小金井南町

美園町

御幸町

回田町

5.9

11.7

4.0

5.9

3.4

4.4

2.6

1.0

2.6

8.1

3.5

7.8

0.2

1.9

3.4

0.9

3.8
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7.1

1.4

1.4

4.1
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２．こどもと家族の状況 

（１）こどもの学年 

問２ あて名のお子さんの生年月をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）こどもの数、末子の年齢 

問３ あて名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしゃいますか。 

お２人以上のお子さんがいらっしゃる場合は、末子の方の生年月をご記入ください。 

 

こどもの数 

 

 

 

 

 

 

 

 

末子の年齢 
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（３）調査票回答者 

問４ この調査票をご回答いただいている方はどなたですか。あて名のお子さんからみた 

関係でお答えください。当てはまるものを１つ選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）回答者の配偶関係 

問５ この調査票をご回答いただいている方の配偶関係について、当てはまるものを１つ 

選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）子育て（教育を含む）を主に行っている人 

問６ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。 

お子さんからみた関係で当てはまるものを１つ選んでください。 
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３．こどもの育ちを取りまく環境について 

（１）子育て（教育を含む）に大きく影響すると思われる環境 

問７ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に、大きく影響すると思われる環境を 

すべて選んでください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て（教育を含む）に大きく影響すると思われる環境は、「家庭」（98.9％）と「学校」

（97.2％）が高く、これらに「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」が72.6％と

続いている。 

 

 

  

n=(992)  

家庭

地域（青少対活動を含む）

学校

障がい児通所施設
（放課後等デイサービス）

放課後子ども教室

学童クラブ

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、
学習塾など）

その他

98.9

39.0

97.2

4.1

9.8

25.1

72.6

4.4
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(%)
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（２）こどもをみてもらえる親族・知人の有無 

問８ 日頃、あて名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。当てはまるものを 

すべて選んでください。【複数回答】 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お子さんをみてもらえる親族・知人の有無については、「緊急時または用事の際には祖父母等の

親族にみてもらえる」が51.5％と高く、これに「いずれもいない」が27.6％、「緊急時または用事

の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる」が21.5％と続いている。 

調査結果を経年比較すると、「緊急時または用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がい

る」が前回から11.0ポイント、前々回から13.5ポイント減少している。また、「日常的に祖父母等

の親族にみてもらえる」が前回から8.0ポイント減少している。一方で、「いずれもいない」は前

回から13.1ポイント増加している。 

 

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時または用事の際には祖父母等の
親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・
知人がいる

緊急時または用事の際には子どもを
みてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

12.7

51.5

3.6

21.5

27.6

-

20.7

49.8

6.5

32.5

14.5

0.2

17.2

51.7

8.0

35.0

15.0

0.2

0 10 20 30 40 50 60

令和５年度 n=(992)  

平成30年度 n=(1,131)  

平成25年度 n=(1,224)  

(%)
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（３）祖父母等の親族にこどもをみてもらっている状況 

【問８で「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」「緊急時または用事の際には祖父母等の 

親族にみてもらえる」を選んだ方におたずねします。】 

問９ 祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況について、当てはまるものをすべて

選んでください。【複数回答】 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況は、「祖父母等の親族に、特に心配なく、安

心して子どもをみてもらえる」が61.3％と高いが、「祖父母等の親族の身体的負担が大きく、心配

である」が27.1％、「自分たち保護者の立場として、負担をかけていることが心苦しい」が19.6％

となっている。 

調査結果を経年比較すると、「祖父母等の親族に、特に心配なく、安心して子どもをみてもらえ

る」が前回から10.8ポイント減少している。一方で、「祖父母等の親族の身体的負担が大きく、心

配である」は前回から7.8ポイント増加している。 

 

祖父母等の親族に、特に心配なく、
安心して子どもをみてもらえる

祖父母等の親族の身体的負担が大きく、
心配である

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な
負担が大きく、心配である

自分たち保護者の立場として、負担を
かけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい
環境であるか、少し不安がある

その他

無回答

61.3

27.1

16.5

19.6

5.6

3.1

-

72.1

19.3

13.3

17.7

4.0

2.4

0.5

65.4

20.4

17.4

21.2

4.9

3.2

0.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

令和５年度 n=(612)  

平成30年度 n=(797)  

平成25年度 n=(844)  

(%)
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（４）友人・知人にこどもをみてもらっている状況 

【問８で「日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる」「緊急時または用事の際には 

子どもをみてもらえる友人・知人がいる」を選んだ方におたずねします。】 

問10 友人・知人にお子さんをみてもらっている状況について、当てはまるものをすべて 

選んでください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友人・知人にお子さんをみてもらっている状況は、「友人・知人に、特に心配なく、安心して子

どもをみてもらえる」が62.6％と高いが、「自分たち保護者の立場として、負担をかけていること

が心苦しい」との意識も31.9％となっている。 

 

 

（５）子育て（教育を含む）をする上で気軽に相談できる人（施設）の有無 

問11 あて名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。

また、相談できる場所はありますか。当てはまるものを１つ選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て（教育を含む）をする上で気軽に相談できる人（施設）の有無は、「いる(ある)」が

81.3％、「いない(ない)」が18.8％となっている。 

 

(992)  81.3 18.8

(%)ｎ

い

る
（
あ

る

）

い

な

い

（
な

い

）

n=(235)  

友人・知人に、特に心配なく、
安心して子どもをみてもらえる

友人・知人の身体的負担が大きく、
心配である

友人・知人の時間的制約や精神的な
負担が大きく、心配である

自分たち保護者の立場として、負担を
かけていることが心苦しい

子どもの教育や発育にとってふさわしい
環境であるか、少し不安がある

その他

62.6

3.0

9.8

31.9

2.6

6.0

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)
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（６）子育て（教育を含む）をする上で気軽に相談できる相談先 

【問11で「いる（ある）」を選んだ方におたずねします。】 

問12 お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。

当てはまる番号をすべて選んでください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て（教育を含む）をする上で気軽に相談できる相談先は、「友人・知人」(77.0％)と「祖父

母等の親族」(71.8％)が高く、これらに「学校」が30.9％と続いている。 

 

n=(806)  

祖父母等の親族

友人・知人

近所の人

子ども広場、児童館など

学校

子ども家庭支援センター

健康センター

障がい児通所施設（放課後等デイサービス）

習い事の先生

民間のサービス

かかりつけの医師

民生委員・児童委員

女性相談室

教育相談室

学童クラブの指導員

市役所の子育て関連窓口

その他

71.8

77.0

16.3

0.9

30.9

2.7

0.9

2.4

15.0

0.9

10.2

-

-

2.1

5.1

0.4

5.7

0 20 40 60 80 (%)
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（７）子育て（教育を含む）をする上で周囲に望むサポート(自由記述) 

問13 子育て（教育を含む）をする上で、周囲からどのようなサポートがあればよいとお考え

でしょうか。ご自由にお書きください。 

 

子育て（教育を含む）をする上で周囲に望むサポートとして、577人から714件の回答が寄せら

れた。なお、１人で２つ以上の内容を記入している場合もあるため、件数は延べ件数となる。 

（件） 

保育事業の支援 274 

不定期の様々な預かり事業の充実 88 

各種の経済的支援、支出抑制、割引券等のサポート 80 

家事育児代行、送迎サポート 26 

土日祝、長期休暇、早朝・夜間サポート 25 

子育て関連施設の増設、拡充 23 

定期的な預かり事業の充実 16 

市全体としてこどもを預けやすい環境づくり 16 

遊び場、居場所、放課後の支援 123 

学童クラブの拡充 42 

遊び場、居場所 36 

学習や遊びのサポート 32 

放課後学校内（学童以外）で過ごせるように 11 

放課後子ども教室の充実 2 

医療・健康・福祉の支援 84 

病児・病後児保育サポート、体調不良時の対応 42 

障がい児、不登校児の支援 33 

小児科等医療機関の充実、増設、健康維持のバックアップ 5 

子ども食堂の設置 4 

情報相談体制 68 

行政での相談、学校でのカウンセリング等、話を聞く機会 54 

子育てサービスや関連施設の情報提供 14 

地域、社会、家族の支援 38 

働き方改革促進、社会、家族の理解 19 

地域や親族等のサポート 19 
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保護者のケア 21 

保護者のリフレッシュサポート 9 

保護者の会、ＰＴＡ活動の見直しと代替サポート 7 

ひとり親家庭支援 3 

子育て中の母親の孤立防止支援 2 

教育、教育機関 14 

学校設備改善、校庭やプール・体育館の開放 8 

教員の質、増員 6 

その他の支援 92 

イベント、講座、交流、習い事 29 

学校の見守り、通学路の防犯、防災、事故防止 27 

ＩＣＴを活用した施設予約、相談や交流等 10 

行政からの働きかけ・リーチアウトサービス 4 

移動支援 2 

その他（各１件の内容） 20 
 714 
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４．保護者の就労状況 

（１）保護者の就労状況 

問14 あて名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者を含む）をおたずね 

します。 

（１）母親 当てはまる番号を１つ選んでください。 

（２）父親 当てはまる番号を１つ選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親の就労状況は、「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」

が39.5％で高く、これに「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」

(33.7％)、「以前は就労していたが、現在は就労していない」（21.9％）が続いている。 

父親の就労状況は、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」が93.0％

となっている。 

 

 

母親 (992)

父親 (992)

(%)ｎ

93.0
0.10.60.5

5.7

33.7

1.1

39.5

0.6

21.9

2.2

1.0

フ

ル

タ

イ

ム

で

就

労

し

て

お

り

、
産

休

・

育

休

・

介

護

休

業

中

で

は

な

い

フ

ル

タ

イ

ム

で

就

労

し

て

い

る

が

、
産

休

・

育

休

・

介

護

休

業

中

で

あ

る

パ
ー

ト

・

ア

ル

バ

イ

ト

等

で

就

労

し

て

お

り

、
産

休

・

育

休

・

介

護

休

業

中

で

は

な

い

パ
ー

ト

・

ア

ル

バ

イ

ト

等

で

就

労

し

て

い

る

が

、
産

休

・

育

休

・

介

護

休

業

中

で

あ

る

以

前

は

就

労

し

て

い

た

が

、
現

在

は

就

労

し

て

い

な

い

こ

れ

ま

で

就

労

し

た

こ

と

が

な

い 母

親

／

父

親

は

い

な

い
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経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を経年比較すると、母親の就労状況では「フルタイムで就労しており、産休・育休・

介護休業中ではない」が前回から5.9ポイント、前々回から11.8ポイント増加している。一方で、

「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」は前回から4.6ポイ

ント減少している。 

 

 

母親・令和５年度 (992)

母親・平成30年度 (1,124)

母親・平成25年度 (1,219)

父親・令和５年度 (992)

父親・平成30年度 (1,077)

父親・平成25年度 (1,154)

ｎ (%)

27.8

21.9

93.0

95.3

94.3

1.1

1.4

0.1

0.3

0.4

44.1

33.3

0.6

0.7

0.9

1.0

0.5

0.1

23.6

35.2

0.5

0.8

1.0

2.0

7.1

5.7

0.4

0.7

2.8

3.4

33.7

1.1

39.5

0.6

21.9

2.2 1.0

フ

ル

タ

イ

ム

で

就

労

し

て

お

り

、
産

休

・

育

休

・

介

護

休

業

中

で

は

な

い

フ

ル

タ

イ

ム

で

就

労

し

て

い

る

が
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・

育

休

・

介

護
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業

中

で
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る
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・
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バ

イ

ト

等
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・
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ト

等

で

就
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い

る

が

、
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・

育
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・

介

護

休

業
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る
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前

は
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た

が

、
現

在

は
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い

な

い
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で
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た

こ
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／

父

親

は

い

な

い

無

回

答



第３章 調査結果の詳細（就学児童１年生～６年生の保護者） 

103 

（２）就労日数、就労時間 

【問14の（１）（２）で「フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度）で就労しており、育

休・介護休業中ではない」「フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度）で就労している

が、育休・介護休業中である」「パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）で就労してお

り、育休・介護休業中ではない」「パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）で就労してい

るが、育休・介護休業中である」を選んだ方におたずねします。】 

問15 １週あたりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をご記入 

ください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについて 

ご記入ください。 

※ 産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてご記入ください。 

 

就労日数／１週当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親の１週当たりの就労日数は、「５日」が54.9％、「４日」が18.4％、「３日」が16.7％で、平

均4.4日／週となっている。 

父親の１週当たりの就労日数は、「５日」が79.7％、「６日」が16.9％で、平均5.2日／週となっ

ている。なお、「１日」の該当者はいなかった。 

 

就労時間／１日当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親の１日当たりの就労時間は、「４時間以上８時間未満」が58.0％、「８時間以上10時間未満」

が30.1％で、平均6.7時間／日となっている。 

父親の１日当たりの就労時間は、「８時間以上10時間未満」が44.2％、「10時間以上12時間未満」

が33.4％、「12時間以上」が14.8％で、平均9.6時間／日となっている。 

母親 (743) 6.7

父親 (930) 9.6

平均 （時間/日）(%)ｎ

0.5

6.7 44.2 33.4 14.8 0.3

5.2 58.0 30.1 5.2

0.9

0.4

４

時

間

未

満

４

時

間

以

上

８

時

間

未

満

８

時

間

以

上

1

0

時

間

未

満

1

0

時

間

以

上

1

2

時

間

未

満

1

2

時

間

以

上

無

回

答

母親 (743) 4.4

父親 (930) 5.2

平均 （日/週）(%)ｎ

0.20.50.5

79.7 16.9
2.0

0.1

1.3

4.2 16.7 18.4 54.9 3.9

0.5

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答
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（３）家を出る時刻、帰宅時刻 

【問14の（１）（２）で「フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度）で就労しており、育休・介護休業中ではな

い」「フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度）で就労しているが、育休・介護休業中である」「パート・アル

バイト等（「フルタイム」以外）で就労しており、育休・介護休業中ではない」「パート・アルバイト等（「フルタイ

ム」以外）で就労しているが、育休・介護休業中である」を選んだ方におたずねします。】 

問16 家を出る時刻と帰宅時刻をご記入ください。時刻が一定でない場合は、最も多い 

パターンについてご記入ください。 

※ 産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてご記入ください。 

母親 

家を出る時刻 帰宅時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親が家を出る時刻は、「８時台」が50.6％、「７時台」が24.6％と高くなっている。帰宅時刻

は、「18時台」が28.7％、「17時台」が16.0％と高くなっている。 

父親 

家を出る時刻 帰宅時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父親が家を出る時刻は、「７時台」が37.1％、「８時台」が24.7％、「６時台」が20.3％と高く

なっている。帰宅時刻は、「20時台」が23.9％、「22時以降」が19.8％、「21時台」が18.1％、「19

時台」が17.5％と高くなっている。 

n=(930)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

0.8

0.2

0.2

0.1

-

0.2

0.2

-

0.1

-

0.5

0.8

3.2

12.3

17.5

23.9

18.1

19.8

2.2

0 10 20 30 40 50 60 (%)n=(930)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

6.8

20.3

37.1

24.7

6.3

1.1

0.3

0.6

0.2

0.3

0.1

0.1

0.1

-

-

0.1

-

0.1

1.6

0 10 20 30 40 50 60 (%)

n=(743)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

0.1

-

-

-

0.3

0.3

0.1

2.3

6.2

8.2

11.0

9.8

16.0

28.7

8.9

3.4

0.7

1.1

3.0

0 10 20 30 40 50 60 (%)n=(743)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

0.7

3.1

24.6

50.6

14.8

2.6

-

0.5

0.3

-

0.3

-

-

-

-

-

0.1

0.1

2.3

0 10 20 30 40 50 60 (%)
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（４）フルタイムへの転換希望 

【問14の（１）（２）で「パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）で就労しており、育休・

介護休業中ではない」「パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）で就労しているが、 

育休・介護休業中である」を選ばれた方におたずねします。】 

問17 フルタイムへの転換希望はありますか。当てはまるものを１つ選んでください。 

 

母親 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「パート・アルバイト等で就労している」人のフルタイムへの転換希望は、母親は、「パート・

アルバイト等の就労を続けることを希望する」が62.6％と高く、これに「フルタイムへの転換希

望はあるが、実現できる見込みはない」が25.4％と続いている。 

※父親は回答数が少ないため、掲載していない。 

 

経年比較 

母親 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を経年比較すると、母親の転換希望では「フルタイムへの転換希望はあるが、実現で

きる見込みはない」が前回から5.1ポイント増加している。一方で、「パート・アルバイト等の就

労を続けることを希望する」は前回から4.7ポイント減少している。 

※父親は回答数が少ないため、掲載していない。 

母親・令和５年度 (398)

母親・平成30年度 (507)

母親・平成25年度 (412)

ｎ (%)

6.1

4.4

20.3

22.3

67.3

67.2

3.0

3.2

3.4

2.9

8.3 25.4 62.6 3.8

フ

ル

タ

イ

ム

へ

の

転

換

希

望

が

あ

り

、
実

現

で

き

る

見

込

み

が

あ

る

フ

ル

タ

イ

ム

へ

の

転

換

希

望

は

あ

る

が

、

実

現

で

き

る

見

込

み

は

な

い

パ
ー

ト

・

ア

ル

バ

イ

ト

等

の

就

労

を

続

け

る

こ

と

を

希

望

す

る

パ
ー

ト

・

ア

ル

バ

イ

ト

等

を

や

め

て

子

育

て

や

家

事

に

専

念

し

た

い

無

回

答

(398)  8.3 25.4 62.6 3.8

(%)ｎ

フ

ル

タ

イ

ム

へ

の

転

換

希

望

が

あ

り

、
実

現

で

き

る

見

込

み

が

あ

る

フ

ル

タ

イ

ム

へ

の

転

換

希

望

は

あ

る

が

、
実

現

で

き

る

見

込

み

は

な

い

パ
ー

ト

・

ア

ル

バ

イ

ト

等

の

就

労

を

続

け

る

こ

と

を

希

望

す

る

パ
ー

ト

・

ア

ル

バ

イ

ト

等

を

や

め

て

子

育

て

や

家

事

に

専

念

し

た

い
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（５）就労希望 

【問14で「以前は就労していたが、現在は就労していない」「これまで就労したことがない」を

選んだ方におたずねします。】 

問18 就労したいという希望はありますか。当てはまるもの、記号それぞれを１つ選び、該当

する箇所に数字でご記入ください。 

 

就労希望 

母親 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「就労していない、したことがない」母親の就労希望は、「すぐにでも、または１年以内に就労

したい」が41.4％と高く、これに「１年以内ではないが、一番下の子どもが□歳になったころに

就労したい」が31.0％、「子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」が27.6％と続い

ている。 

※父親は回答数が少ないため、掲載していない。 

 

 

就労を希望する時期（就労したいと思う末子のこどもの年齢） 

母親 

 

 

 

 

 

 

 

 

「１年以内ではないが、一番下の子どもが□歳になったころに就労したい」という母親が就労を

希望する時期は、一番下のこどもが「７歳以上」が82.4％と高く、平均9.6歳となっている。 

※父親は回答数がいないため、掲載していない。 

 

  

(239)  27.6 31.0 41.4

(%)ｎ

子

育

て

や

家

事

な

ど

に

専

念

し

た

い

（
就

労

の

予

定

は

な

い

）

１

年

以

内

で

は

な

い

が

、
一

番

下

の

子

ど

も

が

□

歳

に

な

っ

た

こ

ろ

に

就

労

し

た

い

す

ぐ

に

で

も

、
ま

た

は

１

年

以

内

に

就

労

し

た

い

(74)  
平均
9.6

- 1.4

6.8 4.1

-

5.4 82.4

(%)ｎ

１

歳

２

歳

３

歳

４

歳

５

歳

６

歳

７

歳

以

上

(%)

（歳） 
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希望する就労形態 

母親 

 

 

 

 

 

 

 

 

「すぐにでも、または１年以内に就労したい」という母親が希望する就労形態は、「パート・ア

ルバイト等」が91.9％となっている。 

※父親は回答数が少ないため、掲載していない。 

 

パート・アルバイト等で希望する就労日数／１週当たり 

母親 

 

 

 

 

 

 

 

「すぐにでも、または１年以内に就労したい」という母親が希望する１週当たりの就労日数は、

「３日」が58.2％、「４日」が20.9％で、平均3.2日／週となっている。 

※父親は回答数がいないため、掲載していない。 

 

パート・アルバイト等で希望する就労時間／１日当たり 

母親 

 

 

 

 

 

 

 

「すぐにでも、または１年以内に就労したい」という母親が希望する１日当たりの就労時間は、

「４時間以上６時間未満」が72.5％と高く、平均4.6時間／日となっている。 

※父親は回答数がいないため、掲載していない。 

(99)  8.1 91.9

(%)ｎ

フ

ル

タ

イ

ム

パ
ー

ト

タ

イ

ム

、

ア

ル

バ

イ

ト

等

(91)  
平均
3.2

1.1

13.2 58.2 20.9 6.6

- -

(%)ｎ

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

（日/週） 

(91)  
平均
4.6

-

9.9 72.5 15.4

2.2

(%)ｎ

２

時

間

未

満

２

時

間

以

上

４

時

間

未

満

４

時

間

以

上

６

時

間

未

満

６

時

間

以

上

８

時

間

未

満

８

時

間

以

上

(%)

（時間/日） 
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（６）就労の準備に必要な支援 

【問18の（１）（２）で「１年以内ではないが、一番下の子どもが○歳になったころに就労した

い」「すぐにでも、または１年以内に就労したい」のいずれかを選んだ方におたずねします。】 

問19 今後、就職活動や希望する就労に向けた準備の際に必要な支援はどのようなことが 

ありますか。当てはまるものを３つまで選んでください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労を希望している保護者が就職活動や希望する就労に向けた準備の際に必要な支援としては、

「就職情報を探しやすく、就職相談が利用しやすいこと」が45.1％と高く、これに「仕事を始めた

後に利用できる教育・保育事業（保育所・幼稚園・預かり保育等）があること」が25.4％、「仕事

を始めた後に利用できる病児・病後児保育があること」が21.4％と続いている。 

 

  

仕事を始めた後に利用できる教育・保育事業（保育所・
幼稚園・預かり保育等）があること

仕事を始めた後に利用できる病児・病後児保育があること

その他

特にない

n=(173)  

チャイルドコーナーや託児サービスがあり、子ども連れ
でも求職活動や起業準備、スキルアップができること

求職中でも利用しやすい保育事業（保育所や預かり
保育）があること

就職情報を探しやすく、就職相談が利用しやすいこと

就労だけでなく子育てや生活についても相談できる場所
があること

15.0

17.9

45.1

19.7

25.4

21.4

8.1

22.0

0 10 20 30 40 50
(%)
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５．地域の子育て支援事業の利用状況と利用希望 

（１）子ども広場や児童館の利用状況 

問20 あて名のお子さんは、現在、子ども広場や児童館を利用していますか。当てはまるもの

をすべて選び、利用している場合には、おおよその利用回数（頻度）をご記入ください。 

【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

子ども広場や児童館の利用状況は、「児童館」が20.8％、「子ども広場」が10.8％となっている。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を経年比較すると、子ども広場や児童館の利用状況は「児童館」が前回から5.1ポイン

ト、前々回から6.7ポイント減少している。一方で、「利用していない」が前回から6.2ポイント、

前々回から7.7ポイント増加している。 

 

利用回数／１ヶ月当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ヶ月当たりの平均利用回数は、「児童館」が4.1回／月、「子ども広場」が3.7回／月となって

いる。 

子ども広場

児童館

利用していない

無回答

10.8

20.8

72.1

-

10.0

25.9

65.9

2.1

10.1

27.5

64.4

1.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

令和５年度 n=(992)  

平成30年度 n=(1,131)  

平成25年度 n=(1,224)  

(%)

子ども広場 (107) 3.7

児童館 (206) 4.1

平均 （回/月）(%)ｎ

76.2 13.1 3.9 5.8
1.0

79.4 14.0

2.8

3.7

１
～

４

回

５
～

９

回

1

0
～

1

4

回

1

5

回

以

上

無

回

答

n=(992)  

子ども広場

児童館

利用していない

10.8

20.8

72.1

0 20 40 60 80
(%)
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（２）今後の利用希望と利用回数 

問21 子ども広場や児童館について、今は利用していないが、できれば今後利用したい、 

あるいは利用回数を増やしたいと思いますか。当てはまるものを１つ選び、おおよその 

利用希望回数をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども広場や児童館の利用希望は、「利用していないが、今後利用したい」(21.3％)と「すで

に利用しているが、今後利用日数を増やしたい」(14.8％)が合計で36.1％となっている。 

 

 

利用したい回数／１ヶ月当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ヶ月当たりの平均希望利用回数は、「今後利用したい」という人で5.5回／月、「今後利用日

数を増やしたい」人の更に増やしたい回数は、6.2回／月となっている。 

 

今後利用したい (211) 5.5

今後利用日数を
増やしたい

(147) 6.2

平均 （回/月）(%)ｎ

61.2 18.4 12.9 7.5

61.1 20.9 7.6 5.2 5.2

１
～

４

回

５
～

９

回

1

0
～

1

4

回

1

5

回

以

上

無

回

答

(992)  21.3 14.8 63.9

(%)ｎ

利

用

し

て

い

な

い

が

、
今

後

利

用

し

た

い

す

で

に

利

用

し

て

い

る

が

、
今

後

利

用

日

数

を

増

や

し

た

い

新

た

に

利

用

し

た

り

、
利

用

回

数

を

増

や

し

た

い

と

は

思

わ

な

い
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（３）子育て支援事業・こどもの居場所についての意見（自由記述） 

問22 子ども広場や児童館など、地域の子育て支援事業や子どもの居場所についてどのように

お感じになっていますか。ご自由にお書きください。 

 

子ども広場や児童館など、地域の子育て支援事業やこどもの居場所に関するご意見として、626

人から787件の回答が寄せられた。なお、１人で２つ以上の内容を記入している場合もあるため、

件数は延べ件数となる。 

 

（件） 

利用している・満足している 214 

満足、ありがたい、助かる、必要な場、お世話になった 110 

大人の目があるなど、こどもたちが安心して過ごせる場 38 

親の良い交流場でもあり、こどもの協調性の育みにもなる 29 

職員が親切、こどもやその親への関わり方が良い 17 

楽しい、こどもが楽しそう 15 

（重要な施設なので）今後も維持・継続を 5 

利用していない・利用しにくい 58 

魅力がない、古い、使い勝手が悪い 18 

常連、グループが多く、雰囲気に馴染めない 16 

就学児童がたむろしている、素行の良くない中高生をみかける 7 

職員、スタッフの対応がよくない 7 

こども同士のトラブルが心配 7 

共働き世帯には利用しにくい 3 

それ以外の意見 72 

子育て広場や児童館は幼いこどものための施設という印象 44 

子ども広場の存在を知らない 12 

小学校４年生以降に利用したい 10 

これから利用してみたい、利用したことがないので不安 6 
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その他の要望 418 

施設が近辺にない（こどもだけで行かせられる距離にない）、増設してほしい 148 

校庭開放やボール遊び可能な屋外の遊び場がほしい 33 

情報提供（場所・内容）や事業のＰＲ、相談窓口の充実 32 

行く機会、時間がない、こどもが興味を持たない 31 

もう少し広くしてほしい、混雑している 27 

高学年の子も楽しめる場・居場所の増加 19 

防犯、交通事故防止の強化 18 

企画、イベントの充実 17 

勉強や遊びができるスペースがあるとよい 16 

障がい児や、不登校児にも利用しやすい場所であってほしい 16 

利用時間延長や土日も利用できるところがほしい 10 

誰もが気軽に行きやすい場が多くほしい 9 

施設内や周囲に駐車場やお店、公共施設があるといい 8 

小学校４年生からの居場所が必要（児童館、子ども広場以外） 7 

学童クラブの充実、利用学年延長をしてほしい 5 

出張子ども広場の開催日を増やしてほしい 5 

図書館、公民館を活用してこどもの居場所づくりをしてほしい 4 

設備や人員不足の解消 3 

施設周囲の住民の理解・啓発が必要 3 

学校の近くにそうした施設があるとよい 3 

世代間交流できる場があるとよい 2 

年代で区分したスペースがあるとよい 2 

その他 25 

その他（各１件のみ） 25 
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（４）各種支援事業の認知状況、利用状況、利用希望 

問23 下記で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後利用したいと 

思うものについておたずねします。（１）～（７）のＡ（認知状況）、Ｂ（利用状況）、 

Ｃ（利用希望）について、それぞれ当てはまるものを１つ選んでください。 

 

Ａ 各種支援事業の認知状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種支援事業の認知状況（知っている）は、「ファミリー・サポート・センター」（73.2％）と

「子ども家庭支援センター」（71.8％）が高く、これらに「子育てガイド（子育て情報誌）」

(57.1％)、「障がい児通所施設」(53.1％)、「教育相談室」(48.4％)が続いている。 

 

  

(%)

(４)障がい児通所施設

(５)子育てガイド（子育て情報誌）

(６)子どもショートステイ

(７)ファミリー・サポート・センター

n=(992)

(１)教育相談室

(２)女性相談室

(３)子ども家庭支援センター

28.7

71.8

53.1

57.1

23.0

73.2

71.3

28.2

46.9

42.9

77.0

26.8

48.4 51.6

は

い
（
知

っ

て

い

る

）

い

い

え

（
知

ら

な

い

）
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Ｂ 各種支援事業のこれまでの利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種支援事業のこれまでの利用状況（利用したことがある）は、「子ども家庭支援センター」

（21.1％）と「子育てガイド（子育て情報誌）」（20.3％）が高く、これに「教育相談室」（14.7％）、

「ファミリー・サポート・センター」（13.7％）が続いている。 

 

Ｃ 各種支援事業の今後の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種支援事業の今後の利用希望（利用したい）は、「教育相談室」（27.8％）と「子育てガイド

（子育て情報誌）」（26.3％）が高く、これに「ファミリー・サポート・センター」（21.7％）、「子

ども家庭支援センター」（21.3％）が続いている。  

(%)

(２)女性相談室

(３)子ども家庭支援センター

(４)障がい 児通所施設

(５)子育てガイド（子育て情報誌）

n=(992)

(１)教育相談室

(６)子どもショートステイ

(７)ファミリー・サポート・センター

14.8

21.3

5.5

26.3

12.9

21.7

85.2

78.7

94.5

73.7

87.1

78.3

27.8 72.2

は

い
（
利

用

し

た

い

）

い

い

え

（
利

用

し

た

い

と

は

思

わ

な

い

）

(%)

(７)ファミリー・サポート・センター

(３)子ども家庭支援センター

(４)障がい児通所施設

(５)子育てガイド（子育て情報誌）

(６)子どもショートステイ

n=(992)

(１)教育相談室

(２)女性相談室
2.4

21.1

5.8

20.3

1.0

13.7

97.6

78.9

94.2

79.7

99.0

86.3

14.7 85.3

は

い
（
利

用

し

た

こ

と

が

あ

る

）

い

い

え

（
利

用

し

た

こ

と

は

な

い

）
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６．こどもが病気の際の対応について 

（１）この１年間に病気やケガで通常の事業が利用できなかったことの有無 

問24 この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで学校を休まなければならなかったこと

はありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この１年間に病気やケガで学校を休まなければならなかったことは「あった」が84.7％、「な

かった」が15.3％となっている。 

 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を経年比較すると、この１年間に病気やケガで通常の事業が利用できなかったことは

「あった」が前回から17.9ポイント、前々回から21.4ポイント増加している。 

 

  

令和５年度 (992)

平成30年度 (1,131)

平成25年度 (1,224)

ｎ (%)

66.8

63.3

32.8

36.6

0.4

0.1

84.7 15.3

あ

っ

た

な

か

っ

た

無

回

答

(992)  84.7 15.3

(%)ｎ

あ

っ

た

な

か

っ

た
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（２）病気やケガで学校を休んだ際の対処方法と日数 

【問24で「あった」を選んだ方におたずねします。】 

問25 あて名のお子さんが病気やけがで学校を休まなければならなかった場合に、この１年間

に行った対処方法として当てはまるものをすべて選び、それぞれの日数をご記入くださ

い。（半日程度の対応の場合も１日と計算してください）。【複数回答】 

 

対処方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病気やケガで学校を休まなければならなかった際の対応としては、「母親が休んだ」が64.5％と

高く、これに「父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた」（35.7％）、「父親が休んだ」

（28.1％）が続いている。 

 

  

n=(840)  

父親又は母親のうち就労していない
方が子どもをみた

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に預けた

ベビーシッターなど民間のサービスを
利用した

ファミリー・サポート・センターを
利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

35.7

28.1

64.5

11.1

0.2

0.1

17.6

7.5

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)
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対処方法・経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を経年比較すると、対処方法は「父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみ

た」が前回から6.0ポイント、「父親が休んだ」が前回から4.9ポイント、前々回から14.4ポイント

増加している。一方で、「（同居者を含む）親族・知人に預けた」は前回から11.4ポイント減少し

ている。 

 

日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な対処方法の年間平均日数は、「父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた」が

9.7日／年、「母親が休んだ」が6.8日／年、「（同居者を含む）親族・知人に預けた」が6.5日／年、

「父親が休んだ」と「仕方なく子どもだけで留守番をさせた」が3.8日／年となっている。 

※「ベビーシッターなど民間のサービスを利用した」、「ファミリー・サポート・センターを利

用した」は回答者が少ないため、掲載していない。 

父親又は母親のうち就労していない方
が子どもをみた

父親が休んだ

母親が休んだ

親族・知人に預けた

ベビーシッターなど民間のサービスを
利用した

ファミリー・サポート・センターを
利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

35.7

28.1

64.5

11.1

0.2

0.1

17.6

7.5

-

29.7

23.2

63.3

22.5

4.1

4.0

22.0

7.3

1.1

40.1

13.7

47.6

17.4

0.3

-

14.6

3.9

1.5

0 10 20 30 40 50 60 70

令和５年度 n=(840)  

平成30年度 n=(755)  

平成25年度 n=(775)  

(%)

父親又は母親のうち就労し
ていない方が子どもをみた

(300) 9.7

父親が休んだ (236) 3.8

母親が休んだ (542) 6.8

（同居者を含む）親族・知人
に預けた

(93) 6.5

仕方なく子どもだけで
留守番をさせた

(148) 3.8

その他 (63) 8.3

平均 （日/年）(%)ｎ

65.3

45.8

65.6

73.6

44.4

25.8

27.9

15.1

16.9

31.7

7.2

20.8

11.8

6.8

11.1

0.8

3.0

2.2

1.4

7.9

0.4

2.2

2.2

1.4

3.2

0.4

0.4

3.2

1.6

29.3 23.3 31.0 7.3 4.74.3

１
～

４

日

５
～

９

日

1

0
～

1

9

日

2

0
～

2

9

日

3

0

日

以

上

無

回

答
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（３）父母が休んで対処した場合の「施設等」の利用希望と利用したい日数 

【問25で「父親が休んだ」、「母親が休んだ」のいずれかを選んだ方におたずねします。】 

問26 その際、「できれば施設等を利用したい」と思いましたか。当てはまるものを１つ選び、

「父親が休んだ」「母親が休んだ」の日数のうち施設等を利用したかった日数を数字で 

ご記入ください。なお、事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

 

利用希望 

 

 

 

 

 

 

父母が休んで対処した場合に、施設等を「利用したいとは思わない」が76.8％、「できれば施設

等を利用したい」が23.2％となっている。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を経年比較すると、施設の利用希望は「できれば施設等を利用したい」が前回から5.3

ポイント増加している。 

 

利用したい日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設等の年間利用希望日数は、「１～４日」が57.9％、「５～９日」が26.3％で、平均6.2日／年

となっている。

令和５年度 (573)

平成30年度 (504)

平成25年度 (394)

ｎ (%)

17.9

23.9

78.8

73.6

3.4

2.5

23.2 76.8

で

き

れ

ば

施

設

等

を

利

用

し

た

い

利

用

し

た

い

と

は

思

わ

な

い 無

回

答

(573)  23.2 76.8

(%)ｎ

で

き

れ

ば

施

設

等

を

利

用

し

た

い

利

用

し

た

い

と

は

思

わ

な

い

(133)  
平均
6.2

57.9 26.3 10.5

0.8

3.0

1.5

(%)ｎ

１
～

４

日

５
～

９

日

1

0
～

1

9

日

2

0
～

2

9

日

3

0

日

以

上

無

回

答

（日/年） 
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（４）父母が仕事を休んで看護したいと思ったかどうかと看護したかった日数 

【問25で「父親が休んだ」、「母親が休んだ」以外のいずれを選んだ方におたずねします。】 

問27 その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看護したい」と思いましたか。 

当てはまるものを１つ選び、「父親が休んだ」、「母親が休んだ」以外の日数のうち仕事を 

休んで看護したかった日数についてもご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病気やケガで教育・保育の事業が利用できなかった場合に、「母親が休んだ」「父親が休んだ」

以外の方法で対応した際、「できれば仕事を休んで看護したいと思った」が64.8％となっている。

これに対し、「仕事を休んで看護したいとは思わなかった」が35.0％となっている。 

 

 

看護したかった日数（年間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看護したいと思った」人が希望する年間日数は、「１

～４日」が41.3％、「５～９日」が27.7％、「10～19日」が20.8％で、平均7.6日／年となっている。 

 

(534)  64.8 35.0

0.2

(%)ｎ

で

き

れ

ば

仕

事

を

休

ん

で

看

護

し

た

い

と

思

っ

た

仕

事

を

休

ん

で

看

護

し

た

い

と

は

思

わ

な

か

っ

た

無

回

答

(346)  
平均
7.6

41.3 27.7 20.8 5.5

2.9 1.7

(%)ｎ

１
～

４

日

５
～

９

日

1

0
～

1

9

日

2

0
～

2

9

日

3

0

日

以

上

無

回

答

（日/年） 
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（５）仕事を休んで看護できなかった理由 

【問27で「できれば仕事を休んで看護したいと思った」を選んだ方におたずねします。】 

問28 父母のいずれかが仕事を休んで看護できなかった理由について、当てはまるものを 

すべて選んでください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病気やけがで学校を休まなければならなかった場合、父母のいずれかが仕事を休んで看護でき

なかった理由は、「子どもの看護を理由に休みがとれない」が50.6％、「休暇日数が足りないので

休めない」が17.3％となっている。 

また、「その他」（35.3％）の具体的な内容は、「仕事の内容上休めない」、「職場の人手不足、代

わりがいない」、「タイミングが悪かった」、「仕事が忙しいため」などとなっている。 

 

▼その他 （件） 

仕事の内容上休めない 22 

職場の人手不足、代わりがいない 16 

タイミングが悪かった 11 

仕事が忙しいため 10 

休みづらい、お願いしにくい 9 

なんとかひとり（留守番）でやり過ごせた 9 

家族の誰かで対応できた 9 

どちらかは休める 8 

在宅勤務で対応（を活用）した 7 

職場に迷惑がかかる 6 

連日で休むのは難しい、気が引ける 4 

給料が減る 4 

その他 15 

 

  

n=(346)  

子どもの看護を理由に休みがとれない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休めない

その他

50.6

7.5

17.3

35.3

0 10 20 30 40 50 60
(%)
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７．こどもの一時預かり等の利用 

（１）私用、保護者の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業と日数 

問29 あて名のお子さんについて、私用、保護者の通院、不定期の就労等の目的で不定期に 

利用している事業はありますか。当てはまるものをすべて選び、１年間の利用日数 

（おおよそ）をご記入ください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の一時預かり等の事業の利用状況は、「ファミリー・サポート・センター」が1.6％、「ベ

ビーシッターなど民間のサービス」が0.8％、「ショートステイ」が0.2％となっている。 

 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を経年比較すると、事業の利用状況は「利用していない」が前回から1.3ポイント増加

している。 

 

  

ファミリー・サポート・センター

ショートステイ

ベビーシッターなど民間のサービス

その他

利用していない

無回答

1.6

0.2

0.8

0.8

96.4

0.3

1.9

1.1

1.5

0.8

95.1

2.0

1.6

0.2

0.8

0.7

95.8

1.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度 n=(992)  

平成30年度 n=(1,131)  

平成25年度 n=(1,224)  

(%)

n=(992)  

ファミリー・サポート・センター

ショートステイ（日帰り）

ベビーシッターなど民間のサービス

その他

利用していない

無回答

1.6

0.2

0.8

0.8

96.4

0.3

0 20 40 60 80 100
(%)
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利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の一時預かり等の事業の年間平均利用日数は、「ファミリー・サポート・センター」が

23.9日／年、「ベビーシッターなど民間のサービス」が6.3日／年、「ショートステイ」が4.0日／

年となっている。 

 

ファミリー・サポート・
センター

(16) 23.9

ショートステイ（日帰り） (2) 4.0

ベビーシッターなど
民間のサービス

(8) 6.3

その他 (8) 49.8

平均 （日/年）(%)ｎ

50.0

62.5

12.5

50.0

12.5

12.5

12.5 12.5

37.5 37.5

50.0 12.5 18.8 18.8

１
～

４

日

５
～

９

日

1

0
～

1

9

日

2

0
～

2

9

日

3

0

日

以

上

無

回

答
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（２）利用していない理由 

【問29で「利用していない」を選んだ方におたずねします。】 

問30 現在利用していない理由は何ですか。当てはまるものをすべて選んでください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の一時預かり等の事業を利用していない理由は、「特に利用する必要がない」が67.6％と

高く、これに「事業の利用方法（手続き等）がわからない」が21.5％、「利用料がかかる・高い」

が16.8％と続いている。 

 

（３）今後の利用希望と利用したい日数 

問31 あて名のお子さんについて、私用、保護者の通院、不定期の就労等の目的で、問29に 

あげた事業を年間何日くらい利用する必要があると思いますか。当てはまるもの、記号 

すべてを選び、利用する必要がある場合は、それぞれの日数もご記入ください。【複数回答】 

なお、事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の一時預かり等の事業の利用希望は、「利用する必要はない」が70.6％、「利用したい」

が29.3％となっている。 

  

(992)  29.3 70.6

0.1

(%)ｎ

利

用

し

た

い

利

用

す

る

必

要

は

な

い

無

回

答

n=(956)  

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用可能
時間・日数など）が低い

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者になるのかどうか
わからない

事業の利用方法（手続き等）がわからない

その他

無回答

67.6

8.6

12.0

11.4

16.8

11.2

15.3

21.5

9.0

0.1

0 20 40 60 80
(%)
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経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を経年比較すると、事業の利用希望は「利用したい」が前回から12.7ポイント増加し

ている。 

 

一時預かり等の利用目的 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の一時預かり等の利用目的は、「冠婚葬祭、学校行事、子ども(兄弟姉妹を含む)や保護者

の通院等」（67.0％）と「私用(買い物、子ども(兄弟姉妹を含む)や保護者の習い事等)、リフレッ

シュ目的」（52.9％）が高く、これらに「不定期の就労」が26.1％と続いている。 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を経年比較すると、事業の利用目的は、前回から「不定期の就労」が6.9ポイント、

「私用(買い物、子ども(兄弟姉妹を含む)や保護者の習い事等)、リフレッシュ目的」が5.6ポイン

ト減少している。一方で、「冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や保護者の通院等」

が前回から1.6ポイント、前々回から5.4ポイント増加している。  

私用(買い物、子ども(兄弟姉妹を含む)や
保護者の習い事等)、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を
含む）や保護者の通院等

不定期の就労

その他

無回答

52.9

67.0

26.1

8.6

-

58.5

65.4

33.0

11.2

2.7

52.7

61.6

25.0

8.2

4.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

令和５年度 n=(291)  

平成30年度 n=(188)  

平成25年度 n=(292)  

(%)

令和５年度 (992)

平成30年度 (1,131)

平成25年度 (1,224)

ｎ (%)

16.6

23.9

76.5

70.3

6.9

5.9

29.3 70.6

0.1

利

用

し

た

い

利

用

す

る

必

要

は

な

い

無

回

答

n=(291)  

私用（買い物、子ども（兄弟姉妹を含む）や
保護者の習い事等）、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を
含む）や保護者の通院等

不定期の就労

その他

52.9

67.0

26.1

8.6

0 20 40 60 80
(%)
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一時預かり等を利用したい日数（年間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の一時預かり等の年間平均利用希望日数は、「不定期の就労」が20.4日／年、「私用(買い

物、子ども(兄弟姉妹を含む)や保護者の習い事等)、リフレッシュ目的」が10.3日／年、「冠婚葬

祭、学校行事、子ども(兄弟姉妹を含む)や保護者の通院等」が6.2日／年となっている。 

 

 

 

（４）望ましい事業形態 

【問31で「利用したい」を選んだ方におたずねします。】 

問32 問31の目的でお子さんを預ける場合、どのような事業形態が望ましいと思いますか。 

当てはまるものをすべて選んでください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期の一時預かり等の事業の望ましい事業形態としては、「小規模施設で過ごす事業」が

69.1％と高く、これに「ファミリー・サポート・センターやベビーシッター等、子どもの自宅や

近所の保育者宅で保育する事業」が46.7％、「大規模施設で過ごす事業」が33.0％と続いている。 

 

私用(買い物、子ども(兄弟姉妹を含む)
や保護者の習い事等)、リフレッシュ目的

(154) 10.3

冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟
姉妹を含む）や保護者の通院等

(195) 6.2

不定期の就労 (76) 20.4

その他 (25) 16.4

平均 （日/年）(%)ｎ

42.1

28.9

20.0

33.8

18.4

20.0

19.0

21.1

16.0

1.5

10.5

12.0

2.6

17.1

20.0

1.0

3.9

12.0

37.7 24.7 26.6 3.9 5.8 1.3

１
～

４

日

５
～

９

日

1

0
～

1

9

日

2

0
～

2

9

日

3

0

日

以

上

無

回

答

その他

n=(291)  

大規模施設で過ごす事業

小規模施設で過ごす事業

ファミリー・サポート・センターやベビーシッター等、
子どもの自宅や近所の保育者宅で保育する事業

33.0

69.1

46.7

4.5

0 20 40 60 80
(%)
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（５）保護者の用事により泊りがけでショートステイを利用する必要、利用目的、宿泊数 

問33 小平市では、保護者の用事（保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育児疲れや育児不安、 

病気、冠婚葬祭など）により、家庭での療育が困難となった子どもを、児童養護施設等 

で一定期間保護する短期入所生活援助事業（ショートステイ）を実施しています。 

あて名のお子さんについて、保護者の用事により短期入所生活援助事業（ショート 

ステイ）を泊りがけで利用する必要があると思いますか。また、利用する必要がある 

場合は目的別の内訳の日数をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の用事により短期入所生活援助事業（ショートステイ）を泊りがけで「利用する必要は

ない」が83.9％、「利用する必要がある」が16.0％となっている。 

 

 

利用目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

短期入所生活援助事業（ショートステイ）の利用目的としては、「保護者や家族の病気」が

81.1％と高く、これに「保護者や家族の育児疲れ・不安」が50.3％、「冠婚葬祭」が25.2％と続

いている。 

 

  

(992)  16.0 83.9

0.1

(%)ｎ

利

用

す

る

必

要

が

あ

る

利

用

す

る

必

要

は

な

い

無

回

答

n=(159)  

保護者や家族の育児疲れ・不安

保護者や家族の病気

冠婚葬祭

その他

50.3

81.1

25.2

7.5

0 20 40 60 80 100
(%)
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宿泊数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用する際の平均宿泊数は、「保護者や家族の育児

疲れ・不安」が4.1泊／年、「保護者や家族の病気」が3.9泊／年、「冠婚葬祭」が2.4泊／年となっ

ている。 

 

  

保護者や家族の
育児疲れ・不安

(80) 4.1

保護者や家族の
病気

(129) 3.9

冠婚葬祭 (40) 2.4

その他 (12) 5.8

平均 （泊/年）(%)ｎ

65.1

87.5

41.7

27.9

10.0

16.7

3.1

2.5

25.0

2.3 0.8

0.8

16.7

77.5 13.8 5.0

1.3

2.5

１
～

４

泊

５
～

９

泊

1

0
～

1

9

泊

2

0
～

2

9

泊

3

0

泊

以

上

無

回

答
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８．こどもの放課後の過ごし方 

（１）放課後を過ごしている場所と日数 

問34 あて名のお子さんは放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごして

いますか。当てはまるものをすべて選び、それぞれ週当たりの日数をご記入ください。 

また、「学童クラブ」の場合には、利用する時刻もご記入ください。【複数回答】 

 

放課後を過ごしている場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後を過ごしている場所は、「自宅」（85.8％）と「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、

学習塾など）」（66.6％）が高く、これらに「学童クラブ」（21.9％）、「祖父母宅や友人・知人宅」

（18.4％）、「児童館」（13.2％）が続いている。 

また、「その他」（24.0％）の具体的な内容は、「公園」が最も多く、「校庭（校庭開放）」、「地域

センター、子ども広場」も多くなっている。 

  

n=(992)  

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、
学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

学童クラブ

放課後等デイサービス（障害児通所
支援）

ファミリー・サポート・センター

その他

85.8

18.4

66.6

13.2

11.0

21.9

2.3

0.1

24.0

0 20 40 60 80 100
(%)
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放課後過ごしている場所の日数／１週当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学童クラブの利用時刻（下校時から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学童クラブの利用時刻は、「16時台まで」が44.2％、「17時台まで」が33.6％、「18時台まで」が

18.9％となっている。 

 

土曜日の学童クラブの利用の有無 

 

 

 

 

 

 

 

土曜日の学童クラブの利用は、「ない」が86.6％、「ある」が13.4％となっている。 

 

自宅 (851) 3.3

祖父母宅や友人・知人宅 (183) 1.7

習い事（ピアノ教室、サッ
カークラブ、学習塾など）

(661) 2.6

児童館 (131) 1.5

放課後子ども教室 (109) 1.3

学童クラブ (217) 3.9

放課後等デイサービス
（障害児通所支援）

(23) 2.5

ファミリー・サポート・
センター

(1) 2.0

平均 （日/週）(%)ｎ

57.9

22.2

59.5

67.0

5.5

39.1

23.0

31.8

18.3

9.2

12.0

17.4

100.0

9.8

23.0

5.3

0.9

15.2

13.0

1.6

13.9

3.1

2.8

21.2

13.0

4.4

7.1

2.3

0.9

43.8

17.4

1.5

1.8

0.3

0.5

3.3

0.2

11.5

19.3

18.1 21.0 18.0 11.6 19.5

2.5

7.6 1.6

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答

(217)  13.4 86.6

(%)ｎ

あ

る

な

い

(217)  44.2 33.6 18.9 3.2

-

(%)ｎ

1

6

時

台

ま

で

1

7

時

台

ま

で

1

8

時

台

ま

で

1

9

時

台

ま

で

2

0

時
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以

降

ま

で
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（２）放課後の過ごし方の希望 

問35 あて名のお子さんは放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせ

たいと思いますか。当てはまるものすべてを選び、それぞれ週当たりの日数をご記入くだ

さい。また、「学童クラブ」の場合には、利用する時刻もご記入ください。【複数回答】 

 

■小学校低学年（１～３年生）のとき 

 

放課後を過ごさせたい場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校低学年（１～３年生）のとき、放課後を過ごさせたい場所は、「自宅」（68.5％）と「習

い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」（60.1％）が高く、これらに「学童クラブ」

（43.3％）、「児童館」（29.2％）、「放課後子ども教室」（26.9％）、「祖父母宅や友人・知人宅」

（23.8％）が続いている。 

また、「その他」（16.9％）の具体的な内容は、「公園」が最も多く、「校庭（校庭開放）」、「地域

センター、子ども広場」も多くなっている。 

  

n=(992)  

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、
学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

学童クラブ

放課後等デイサービス（障害児通所
支援）

ファミリー・サポート・センター

その他

68.5

23.8

60.1

29.2

26.9

43.3

3.7

2.3

16.9

0 20 40 60 80
(%)
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放課後を過ごさせたい場所・経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を経年比較すると、放課後を過ごさせたい場所では、前回から「自宅」が17.8ポイン

ト、「学童クラブ」が15.4ポイント、「児童館」が12.4ポイント増加している。 

 

 

放課後過ごさせたい場所の日数／１週当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、
学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

学童クラブ

放課後等デイサービス（障害児通所
支援）

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

68.5

23.8

60.1

29.2

26.9

43.3

3.7

2.3

16.9

-

50.7

17.3

55.3

16.8

19.3

27.9

1.5

0.2

13.0

17.6

0 20 40 60 80

令和５年度 n=(992)  

平成30年度 n=(1,131)  

(%)

自宅 (680) 3.2

祖父母宅や友人・知人宅 (236) 1.7

習い事（ピアノ教室、サッ
カークラブ、学習塾など）

(596) 2.2

児童館 (290) 1.6

放課後子ども教室 (267) 1.3

学童クラブ (430) 4.0

放課後等デイサービス
（障害児通所支援）

(37) 2.5

ファミリー・サポート・
センター

(23) 1.8

平均 （日/週）(%)ｎ

52.5

27.3

55.2

64.8

6.0

27.0

34.8

25.0

39.1

16.6

13.1

8.6

18.9

26.1

4.7

21.6

7.9

3.7

16.0

21.6

4.3

2.1

5.4

1.0

0.7

16.0

5.4

5.5

3.0

2.1

0.4

48.8

10.8

4.3

0.2

0.3

1.4

0.2

0.2

10.2

3.2

16.9

17.2

2.8

16.2

30.4

19.7 21.5 18.7 10.6 17.9

2.2

6.0 3.4

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答
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学童クラブの利用希望時刻（下校時から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学童クラブの利用希望時刻は、「18時台まで」が33.5％、「17時台まで」が32.8％、「16時台ま

で」が17.9％となっている。 

 

 

土曜日の学童クラブの利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

土曜日の学童クラブの利用意向は、「ない」が77.0％、「ある」が23.0％となっている。 

 

 

 

  

(430)  23.0 77.0

(%)ｎ
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る

な

い

(430)  17.9 32.8 33.5 13.0
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■小学校高学年（４～６年生）のとき 

 

放課後を過ごさせたい場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校高学年（４～６年生）のとき、放課後を過ごさせたい場所は、「自宅」（80.5％）と「習

い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」（77.6％）が高く、これらに「児童館」

（32.0％）、「祖父母宅や友人・知人宅」（27.3％）、「放課後子ども教室」（24.4％）、「学童クラブ」

（13.5％）が続いている。 

また、「その他」（21.6％）の具体的な内容は、「公園」が最も多く、「校庭（校庭開放）」、「地域

センター、子ども広場」も多くなっている。 

  

n=(992)  

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、
学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

学童クラブ

放課後等デイサービス（障害児通所
支援）

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

80.5

27.3

77.6

32.0

24.4

13.5

3.5

1.6

21.6

0.1

0 20 40 60 80 100
(%)
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放課後を過ごさせたい場所・経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を経年比較すると、放課後を過ごさせたい場所では、前回から「自宅」が16.1ポイン

ト、「児童館」が13.6ポイント、「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」が9.8ポ

イント増加している。 

 

 

放課後過ごさせたい場所の日数／１週当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、
学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

学童クラブ

放課後等デイサービス（障害児通所
支援）

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

80.5

27.3

77.6

32.0

24.4

13.5

3.5

1.6

21.6

0.1

64.4

21.2

67.8

18.4

17.4

10.9

2.1

0.1

14.4

14.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度 n=(992)  

平成30年度 n=(1,131)  

(%)

自宅 (799) 3.0

祖父母宅や友人・知人宅 (271) 1.7

習い事（ピアノ教室、サッ
カークラブ、学習塾など）

(770) 2.6

児童館 (317) 1.8

放課後子ども教室 (242) 1.4

学童クラブ (134) 3.3

放課後等デイサービス
（障害児通所支援）

(35) 2.3

ファミリー・サポート・
センター

(16) 1.9

平均 （日/週）(%)ｎ

53.9

20.8

49.2

60.7

14.2

28.6

37.5

20.3

32.1

21.5

16.9

14.2

31.4

18.8

5.5

25.5

12.3

3.7

20.9

17.1

2.2

12.6

1.6

0.4

9.7

2.9

6.3

4.4

5.6

3.5

2.1

26.9

11.4

6.3

0.4

1.7

0.6

0.7

0.1

0.4

0.7

13.3

1.7

11.4

15.7

12.7

8.6

31.3

20.3 24.3 20.8 10.1 16.5

1.5

4.8 1.8

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答
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学童クラブの利用希望時刻（下校時から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学童クラブの利用希望時刻は、「18時台まで」が39.6％、「17時台まで」が29.9％、「19時台ま

で」が16.4％となっている。 

 

土曜日の学童クラブの利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

土曜日の学童クラブの利用意向は、「ない」が77.6％、「ある」が22.4％となっている。 

 

 

■全学年 

学童クラブの利用希望学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学童クラブの利用希望学年は、低学年では、「３年生まで」が48.8％、「６年生まで」が21.6％

となっている。 

高学年では、「６年生まで」が61.2％、「４年生まで」が24.6％となっている。 

 

低学年 (430)

高学年 (134)

ｎ (%)

24.6 14.2 61.2

1.6

6.0 48.8 17.7 4.2 21.6

１

年

生

ま

で

２

年

生

ま

で

３

年

生

ま

で

４

年

生

ま

で

５

年

生

ま

で

６

年

生

ま

で

(134)  22.4 77.6

(%)ｎ

あ

る

な

い

(134)  11.9 29.9 39.6 16.4

2.2

(%)ｎ

1

6

時

台

ま

で

1

7

時

台

ま

で

1

8

時

台

ま

で

1

9

時

台

ま

で

2

0

時

台

以

降

ま

で
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（３）小学校の長期休暇中の過ごし方の希望 

問36 あて名のお子さんについて、小学校の夏休み・冬休み期間中はどのような場所で過ごさ

せたいと思いますか。当てはまるものをすべて選び、それぞれ週当たりの日数をご記入く

ださい。【複数回答】 

 

■小学校低学年（１～３年生）のとき 

 

長期休暇中に過ごさせたい場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校低学年（１～３年生）のとき、長期休暇中に過ごさせたい場所は、「自宅」が73.1％と高

く、これに「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」（55.6％）、「祖父母宅や友

人・知人宅」（46.9％）、「学童クラブ」（42.1％）、「児童館」（26.0％）が続いている。 

また、「その他」（12.7％）の具体的な内容は、「公園」が最も多く、「校庭（校庭開放）」、「地域

センター、子ども広場」も多くなっている。 

  

n=(992)  

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、
学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

学童クラブ

放課後等デイサービス（障害児通所
支援）

ファミリー・サポート・センター

その他

73.1

46.9

55.6

26.0

13.4

42.1

3.5

1.0

12.7

0 20 40 60 80
(%)
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長期休暇中に過ごさせたい場所の日数／１週当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期休暇中の土曜日の学童クラブの利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期休暇中の土曜日の学童クラブ利用意向は、「ない」が75.6％、「ある」が24.4％となってい

る。 

 

 

  

自宅 (725) 3.4

祖父母宅や友人・知人宅 (465) 1.8

習い事（ピアノ教室、サッ
カークラブ、学習塾など）

(552) 2.2

児童館 (258) 1.8

放課後子ども教室 (133) 1.5

学童クラブ (418) 4.1

放課後等デイサービス
（障害児通所支援）

(35) 2.4

ファミリー・サポート・
センター

(10) 2.0

平均 （日/週）(%)ｎ

52.5

31.2

48.1

63.9

6.0

34.3

40.0

22.2

33.7

22.1

12.8

8.9

20.0

10.0

9.5

23.0

13.2

3.0

16.0

11.4

10.0

1.7

6.9

1.2

0.8

13.4

11.4

5.4

3.3

5.4

3.0

52.9

11.4

10.0

0.2

1.7

0.9

0.4

0.8

0.2

7.7

2.0

9.7

15.8

1.0

11.4

30.0

16.4 21.7 20.0 10.2 18.8

2.6

8.4 1.9

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答

(418)  24.4 75.6

(%)ｎ

あ

る

な

い
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■小学校高学年（４～６年生）のとき 

 

長期休暇中に過ごさせたい場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校高学年（４～６年生）のとき、長期休暇中に過ごさせたい場所も「自宅」（83.2％）と

「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」（70.2％）が高く、これらに「祖父母宅

や友人・知人宅」(48.5％)、「児童館」(29.2％)、「学童クラブ」（17.5％）が続いている。 

また、「その他」（15.9％）の具体的な内容は、「公園」が最も多く、「校庭（校庭開放）」、「地

域センター、子ども広場」も多くなっている。 

 

  

n=(992)  

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、
学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

学童クラブ

放課後等デイサービス（障害児通所
支援）

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

83.2

48.5

70.2

29.2

15.1

17.5

4.0

1.0

15.9

0.1

0 20 40 60 80 100
(%)
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長期休暇中に過ごさせたい場所の日数／１週当たり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期休暇中の土曜日の学童クラブ利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期休暇中の土曜日の学童クラブ利用意向は、「ない」が71.8％、「ある」が28.2％となってい

る。 

 

 

 

  

自宅 (825) 3.3

祖父母宅や友人・知人宅 (481) 1.7

習い事（ピアノ教室、サッ
カークラブ、学習塾など）

(696) 2.5

児童館 (290) 1.9

放課後子ども教室 (150) 1.6

学童クラブ (174) 3.5

放課後等デイサービス
（障害児通所支援）

(40) 2.3

ファミリー・サポート・
センター

(10) 1.3

平均 （日/週）(%)ｎ

53.0

20.5

45.5

56.7

8.6

35.0

50.0

23.3

34.2

25.2

20.7

16.7

22.5

7.9

24.9

12.1

4.7

24.7

22.5

10.0

2.9

11.5

2.8

2.0

10.9

2.5

4.2

6.9

6.6

4.0

31.6

12.5

0.2

0.9

1.7

0.4

0.1

0.7

0.6

8.1

1.0

7.9

11.3

5.2

5.0

40.0

15.0 23.2 21.5 9.3 19.5

2.1

8.0 1.5

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答

(174)  28.2 71.8

(%)ｎ

あ

る

な

い
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■全学年 

長期休暇中の学童クラブ利用希望学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期休暇中の学童クラブの利用希望学年は、低学年では、「３年生まで」が47.4％、「６年生ま

で」が26.3％となっている。 

高学年では、「６年生まで」が65.5％、「４年生まで」が23.0％となっている。 

 

低学年 (418)

高学年 (174)

ｎ (%)

23.0 11.5 65.5

0.2

5.5 47.4 15.1 5.5 26.3

１

年

生

ま

で

２

年

生

ま

で

３

年

生

ま

で

４

年

生

ま

で

５

年

生

ま

で

６

年

生

ま

で
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（４）学童クラブ利用者の長期休暇期間中の利用希望 

【問36で「学童クラブ」を選んだ方におたずねします。】 

問37 夏休み・冬休み期間中に学童クラブを利用したい時間帯を低学年・高学年それぞれ 

ご記入ください。 

■低学年（１～３年生）のとき 

利用したい時間帯 

開始時間 終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用希望開始時間は、「８時台」が64.6％、「９時台」が21.1％と高くなっている。利用希望終

了時間は、「18時台」が34.7％、「17時台」が27.8％、「16時台」が19.1％と高くなっている。 

 

■高学年（４～６年生）のとき 

利用したい時間帯 

開始時間 終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用希望開始時間は、「８時台」が63.2％、「９時台」が19.5％と高くなっている。利用希望終

了時間は、「18時台」が29.9％、「17時台」が28.7％、「16時台」が15.5％と高くなっている。  

n=(174)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

-

-

-

-

-

-

-

-

1.7

1.1

4.6

15.5

28.7

29.9

13.8

4.0

0.6

-

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)n=(174)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

-

0.6

13.8

63.2

19.5

1.1

0.6

0.6

-

-

0.6

-

-

-

-

-

-

-

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

n=(418)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

-

-

-

-

-

-

-

0.5

1.0

2.9

19.1

27.8

34.7

12.0

1.9

-

-

0.2

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)n=(418)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

-

0.2

12.2

64.6

21.1

0.5

-

-

-

0.2

0.7

0.2

-

-

-

-

-

-

0.2

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)
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（５）放課後子ども教室の利用希望 

問38 放課後子ども教室の利用について、今後も継続してほしい、または取り上げてもらいたい

活動内容はありますか。当てはまるものを３つ選んでください。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後子ども教室の利用について、今後も継続してほしい、または取り上げてもらいたい活動

は、「宿題見守り」が45.8％と高く、これに「工作」（30.6％）、「英語」（30.2％）、「パソコン」

（25.3％）が続いている。 

 

  

n=(992)  

野球

ミニバスケット

サッカー

よさこい

宿題見守り

補習

調理

工作

絵画

書道

生け花

茶道

囲碁・将棋

合唱・演奏

折り紙

読み聞かせ

英語

パソコン

科学

園芸

その他

10.7

15.1

15.7

10.8

45.8

17.4

15.6

30.6

12.8

13.0

3.7

2.9

9.5

7.1

4.9

5.0

30.2

25.3

12.3

3.7

7.7

0 10 20 30 40 50 (%)



第３章 調査結果の詳細（就学児童１年生～６年生の保護者） 

143 

９．学童クラブの利用について 

（１）学童クラブを利用している理由 

【問34（放課後）で「学童クラブ」を選んだ方におたずねします。】 

問39 利用している理由について、もっとも当てはまるものを１つ選んでください。 

 

お子さんの身の回りの世話を主にしている方が、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後に学童クラブを利用している理由は、お子さんの身の回りの世話を主にしている人が

「現在就労している」が98.2％と高くなっている。 

 

 

(217)  98.2

0.5 0.5 0.5 - 0.5

(%)ｎ
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（２）学童クラブ利用者の日曜日・祝日の利用希望 

【問34（放課後）で「学童クラブ」を選んだ方におたずねします。】 

問40 日曜日・祝日の学童クラブの利用を希望しますか。当てはまるものを１つ選んでください。

また利用したい場合は、その時間帯をご記入ください。なお、事業の利用には、一定の 

利用者負担が発生します。 

 

利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後に学童クラブを利用している世帯の日曜日・祝日の学童クラブ利用希望は、「利用する必

要はない」が74.7％と高くなっている。「高学年(４～６年生)になっても利用したい」(17.1％)、

「低学年(１～３年生)の間のみ利用したい」(8.3％)を合わせて25.4％となっている。 

 

利用したい時間帯 

開始時間 終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用希望開始時間は、「８時台」が49.1％、「９時台」が25.5％と高くなっている。利用希望終

了時間は、「18時台」が38.2％、「17時台」が20.0％、「16時台」が18.2％と高くなっている。 

(217)  8.3 17.1 74.7

(%)ｎ

低

学

年

（
１
～

３

年

生

）
の

間

の

み

利

用

し

た

い

高

学

年

（
４
～

６

年

生

）
に

な

っ

て

も

利

用

し

た

い

利

用

す

る

必

要

は

な

い

n=(55)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

-

-

-

-

-

-

-

1.8

-

-

1.8

18.2

20.0

38.2

14.5

5.5

-

-

0 10 20 30 40 50 (%)n=(55)  

５時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

-

-

14.5

49.1

25.5

1.8

-

-

-

5.5

1.8

1.8

-

-

-

-

-

-

0 10 20 30 40 50 (%)
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（３）利用していない（していなかった）理由 

【学童クラブを利用していない（いなかった）方におたずねします。】 

問41 利用していない（していなかった）理由について、もっとも当てはまるものを１つ 

選んでください。 

 

お子さんの身の回りの世話を主にしている方が、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学童クラブを利用していない（していなかった）理由は、「就労していない(いなかった)から」

が39.9％と高く、これに「就労している(いた)が、放課後の短時間ならば子どもだけでも大丈夫

だと思う(思った)から」が7.2％と続いている。 

その他（13.7％）の具体的な内容は、「在宅就労やこどもより早く帰宅、祖父母がいるなどで対

応できたから」、「本人が行きたがらないから」、「条件を満たしていない、小学４年生になったか

ら」などが多くなっている。 

 

▼その他 （件） 

在宅就労やこどもより早く帰宅、祖父母がいるなどで対応できたから 30 

本人が行きたがらないから 16 

条件を満たしていないから、小学校４年生になったから 13 

通わせたいと思わない設備や職員がいたから 8 

必要としないから 6 

障がい、病気があるから 3 

利用料がたかい 3 

今は利用していないが、以前は利用していた 3 

その他（各１件） 8 

n=(775)  

就労していない（いなかった）から

就労している（いた）が、学童クラブを
知らなかったから

就労している（いた）が、学童クラブに空きが
ない（なかった）から

就労している（いた）が、学童クラブの開所時間
が短いから

就労している（いた）が、利用料がかかるから

就労している（いた）が、子どもは放課後の
習い事をしている（いた）から

就労している（いた）が、放課後の短時間ならば
子どもだけでも大丈夫だと思う（思った）から

就労している（いた）が、他の施設に預けている
（いた）から

その他

無回答

39.9

0.6

1.2

0.3

4.6

3.2

7.2

0.6

13.7

28.6
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（４）今後利用したい理由 

【問35（放課後）または問36（夏休み・冬休み期間中）で「学童クラブ」を選んだにおたずね 

します。】 

問42 学童クラブを利用したい理由について、もっとも当てはまるものを１つ選んでください。 

 

お子さんの身の回りの世話を主にしている方が、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後、または長期休暇中に学童クラブを利用したい理由は、「就労している」が84.0％と高く

なっている。 

 

n=(257)  

就労している

就労予定がある／求職中である

いずれ就労したいと考えている

家族・親族などを介護しなければならない

病気や障がいがある

出産及びその前後

その他

84.0

3.9

6.2

0.8

1.6

-

3.5

0 20 40 60 80 100
(%)
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（５）日曜日・祝日の利用希望と利用したい時間帯 

【問35（放課後）または問36（夏休み・冬休み期間中）で低学年、あるいは高学年のとき、 

「学童クラブ（で過ごさせたい）」を選んで方におたずねします。】 

問43 あて名のお子さんについて、日曜日・祝日の学童クラブを利用したいと思いますか。 

当てはまるものを１つ選んでください。また利用したい場合は、その時間帯をご記入 

ください。なお、事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

 

利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後または夏休み・冬休み期間中に学童クラブを利用したい世帯の日曜日・祝日の学童クラ

ブ利用希望は、「利用する必要はない」が73.5％と高くなっている。「低学年(１～３年生)の間の

み利用したい」(14.4％)、「高学年(４～６年生)になっても利用したい」(12.1％)を合わせて

26.5％となっている。 

 

利用したい時間帯 

開始時間 終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用希望開始時間は、「８時台」が44.1％、「９時台」が32.4％と高くなっている。終了希望終

了時間は、「18時台」が48.5％、「17時台」が17.6％、「19時台」が13.2％と高くなっている。  

(257)  14.4 12.1 73.5
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10．子育て全般について 

（１）地域における子育ての環境や支援への満足度 

問44 お住まいの地域における子育ての環境や支援への満足度について、当てはまるものを 

１つ選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住まいの地域における子育ての環境や支援の満足度は、「満足度３」が44.7％と高く、これに

「満足度４」が21.9％、「満足度２」が17.9％と続いている。 

 

 

経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を経年比較すると、子育ての環境や支援の満足度は「満足度１（満足度が低い）」が前

回から5.6ポイント増加している。 

 

  

令和５年度 (992)

平成30年度 (1,131)

ｎ (%)
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（２）教育・保育の環境の充実など子育ての環境や支援に関しての意見（自由記述） 

最後に、教育・保育の環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、

ご自由にお書きください。 

 

子育ての環境や支援に関してのご意見として、473人から651件の回答が寄せられた。なお、１

人で２つ以上の内容を記入している場合もあるため、件数は延べ件数となる。 

 

保育事業  48 

一時預かり可能な施設やファミリー・サポート・センターの充実  23 

保育園（所）の充実・増設  12 

病児・病後児保育の充実  11 

入園（所）のための就業条件の緩和  2 

子育てに関わる支援 162 

子育て・教育にかかる各種費用の支援・無料化  54 

所得制限の撤廃  38 

障がい児の支援、社会の理解  28 

（全般的な）子育て支援の充実  18 

どんな家庭にも平等な支援  12 

こどもの数やきょうだいの年齢差で差をつけないでほしい  7 

不登校児支援  5 

学童クラブ・放課後子ども教室  85 

学童クラブ、放課後子ども教室の内容充実、利用要件緩和  61 

長期休暇中の利用  21 

時間延長は、一方でこどもの心の負担になることも考慮する  2 

市境世帯が気軽に越境利用できるしくみの構築  1 

こどもの居場所  97 

公園（ボール遊び可）、広場の遊び場やこどもが集まれる施設の充実  70 

児童館の整備・充実  17 

図書館、公民館等の充実  5 

学校の校庭開放、使用条件の緩和  4 

放課後、長期休暇に誰でも利用できる居場所を制度としてつくってほしい  1 
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教育・保育サービス  79 

ＩＣＴ教育の適切な運用と充実  11 

教師の負担軽減、手当の充実  9 

教育機会の平等化と合理的な教育の検討  8 

部活動やこどもの活動充実、指導者の採用  8 

役員等地域・社会活動が負担である  6 

保育士、教員の資質向上  6 

学校設備の充実、改善  6 

その他（高校義務教育化、感染症対策、補講授業、近接教育機関との連携、開校時間前

の安全な待機場） 
 6 

給食の充実  5 

いじめ等への対処  4 

親やこどもの声を聴くアンケートを行ってほしい  3 

学校行事等の実行  3 

柔軟性のある学区の見直し  2 

授業内容の工夫、探求学習の採り入れ  2 

医療・健康  29 

医療費助成の条件緩和、無料の実施  17 

医療機関、制度の充実  8 

インフルエンザ予防接種費用補助、予約の取りやすさ  4 

情報・相談  17 

積極的な子育て支援の情報提供、ＰＲ  10 

相談体制の充実、窓口の明確化  7 

その他行政サービス 107 

防犯・防災、事故防止対策  26 

サービスや施設の地域、周辺自治体との格差是正  18 

市の取組に感謝  14 

講座・イベント、習い事、交流の充実、再開  12 

支援が不足、他市と比べて子育てしにくい  12 

住みよい、安心して子育てできる  7 

その他（役所の対応が親身でない、大人が良い影響を与えられるようになど）  6 

親や社会の子育てに対する考え方の醸成  5 

申請書類が多い、デジタル化を進めてほしい  3 

地域の方の協力に頼りすぎないこと  2 

親とこどもが一緒に過ごせる時間の確保策  2 
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今回のアンケート  11 

否定的意見（選択肢が限定的、該当がなくてもとばせない、分量が多すぎる、わかりづ

らいなど） 
 7 

肯定的意見（こどもたちのためにありがたい、市のサービスを知るきっかけとなった、

声を聴いてもらえてありがたいなど） 
 4 

その他  16 
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１．就学前児童調査票（就学前児童の保護者） 
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２．就学児童調査（就学児童小学校１年生～６年生の保護者）調査 
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